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は
し
が
き

徳
川
幕
府
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
文
化
や
科
学
技
術
を
学
ば
せ
る
た
め
に
、
十
六
名
（
の
ち
に
一
名
脱
落
）
の
留
学
生
を
最
恵
国
オ
ラ

ン
ダ
へ
派
遣
す
る
ま
で
に
は
粁
余
曲
折
が
あ
っ
た
。

万
延
元
年
（
一
八
六
○
年
）
ご
ろ
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
に
か
け
て
、
幕
府
は
海
軍
を
拡
張
し
、
軍
艦
を
製
造
し
、
軍
制
を

改
革
し
よ
う
と
い
っ
た
機
運
に
向
か
っ
て
い
た
。
が
、
文
久
元
年
の
一
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
軍
艦
奉
行
（
木
村
摂
津
守
。
井
上
信
濃

な
ら
び
に

守
）
ら
の
間
で
「
留
学
生
丼
造
舶
伝
習
建
議
案
」
と
い
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
建
策
の
内
容
は
、
伝
習
生
は
、
長
崎
海
軍
伝
習

所
で
航
海
術
を
修
め
、
太
平
洋
横
断
に
も
成
功
し
た
の
で
技
量
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
こ
の
上
は
「
海
防
接
戦
之
儀
」
（
海
上
戦
術
）
を
学

ぶ
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
兵
術
と
外
国
事
情
の
探
索
を
兼
ね
て
、
か
れ
ら
を
海
外
へ
留
学
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
ぁ

る
。

し
か
し
、
こ
の
献
策
は
外
国
奉
行
ら
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
幕
府
の
財
政
難
か
ら
勘
定
奉
行
の
反
対
に
あ
っ
て
一
時
頓
挫

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

五
七

Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ｌ
と
く
に
日
本
海
軍
留
学
生
の
記
事
Ｉ

宮
永

孝



製
作
を
識
へ
、
一

委
託
を
勧
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
文
久
元
年
七
月
九
日
付
を
も
っ
て
ハ
リ
ス
に
、
久
世
、
安
藤
両
閣
老
よ
り
正
式
に
洋
式
軍
艦
一
一
隻
の
建
造
を

委
託
す
る
書
簡
を
送
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

五
入

し
た
。
け
れ
ど
駐
日
公
使
タ
ゥ
ン
ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
は
、
任
期
満
ち
て
帰
国
す
る
際
に
、
「
我
政
府
に
軍
艦
の
用
意
な
か
る
べ
か
ら
ず
、

学
術
伝
習
の
等
閑
る
べ
か
ら
ず
」
（
田
辺
太
一
『
幕
末
外
交
談
』
）
と
、
閣
老
安
藤
信
陸
に
い
い
、
ア
メ
リ
カ
修
好
通
商
条
約
第
十
六
条
に

あ
る
「
日
本
政
府
、
合
衆
国
よ
り
軍
艦
、
蒸
気
船
、
商
船
、
漁
舶
船
、
大
砲
、
軍
用
器
並
兵
器
の
類
、
其
他
需
要
の
諸
物
を
貿
入
、
又
は

製
作
を
識
へ
、
或
は
其
国
の
学
者
海
陸
軍
法
之
士
諸
科
の
職
人
並
船
夫
を
雇
う
事
」
を
引
い
て
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
艦
船
、
武
器
製
造
等
の

し
上
か
ん
を
も
っ
て

か
ね

と
お
り

以
謹
翰
申
人
侯
、
雑
て
会
話
之
序
相
談
お
ょ
ひ
値
し
こ
と
く
、
別
紙
註
文
之
通
耶
艦
一
一
隻
そ
の
政
府
工
場
に
於
て
打
立
頼
入
度
、
就
て
は
先
般
此

た
く

し
か
６
ぺ
く

な
打

方
役
人
差
遣
し
為
立
合
候
事
可
然
旨
忠
告
の
趣
あ
れ
と
ｊ
ｂ
、
右
は
即
今
治
定
の
答
お
よ
び
が
た
く
、
猶
後
日
の
商
儀
に
譲
り
、
兎
に
角
右
一
一
隻
の
軍

と
か
く

艦
製
造
之
儀
は
そ
の
政
府
の
懇
親
を
頼
み
方
事
周
旋
●
淳
」
望
む
と
こ
ろ
也

尤
委
細
之
儀
は
猶
外
国
奉
行
よ
り
引
合
可
及
候
間
其
段
心
得
届
ら
る
出
様
い
た
し
度
候
、
拝
具
繊
言

マ
マ

亜
墨
利
加
合
衆
国
ミ
ュ
ス
ト
ル
レ
シ
テ
ン
ト

マ
マ

マ
マ

エ
キ
セ
レ
ン
シ
Ｉ
‐
、
ト
ウ
ン
セ
ン
ト
ハ
ル
リ
ス
江

久
世
大
和
守

安
藤
対
馬
守

花花
押抑

←、

、＝〆



軍
艦
組
内
田
恒
次
郎
ら
が
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
内
定
し
た
の
は
万
延
元
年
二
八
六
○
年
）
十
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、

軍
艦
組
よ
り
、
内
田
恒
次
郎
・
榎
本
釜
次
郎
・
沢
太
郎
左
衛
門
・
高
橋
三
郎
・
田
口
俊
平
ら
五
名
、
蕃
所
調
所
教
授
方
よ
り
津
田
真
一
郎

あ
ま
れ

（
真
道
）
と
西
周
助
（
周
）
ら
一
一
名
が
特
旨
を
も
っ
て
参
加
を
許
さ
れ
た
。
両
人
の
参
加
は
、
外
国
奉
行
大
久
保
越
中
守
（
忠
寛
）
が
留

学
の
志
を
知
り
、
一
一
人
の
た
め
に
大
い
に
周
旋
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
行
の
内
命
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
準
備
に
取
り
か
か
っ

て
い
た
矢
先
、
文
久
元
年
二
八
六
一
年
）
春
ご
ろ
よ
り
ア
メ
リ
カ
で
は
南
北
戦
争
が
始
ま
り
、
「
ハ
リ
ス
も
其
後
本
国
の
状
況
益
々
不

穏
で
工
業
力
の
上
に
於
て
も
到
底
外
国
軍
艦
製
造
引
受
の
余
裕
は
無
い
と
い
ふ
の
で
、
遂
に
文
久
一
一
年
正
月
（
一
八
六
一
一
年
）
に
至
っ
て

こ
の

】
』
一
』

日
本
か
ら
の
依
頼
に
依
る
軍
艦
製
造
引
受
の
事
は
此
際
一
と
先
づ
断
る
と
い
ふ
一
」
と
を
申
出
て
来
た
の
で
、
従
っ
て
此
に
亜
米
利
加
留
学

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

五
九

右
の
引
用
文
に
よ
る
と
、
軍
艦
二
隻
は
ア
メ
リ
カ
の
造
船
所
で
建
造
し
て
も
ら
う
が
、
役
向
の
者
‐
１
１
工
事
の
監
督
（
留
学
生
）
の
派

遣
は
「
猶
後
日
の
商
儀
に
譲
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
あ
と
で
相
談
の
う
え
決
定
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

う
ろ
う

一
）
の
間
、
幕
府
は
海
軍
の
拡
張
と
そ
の
強
化
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
、
文
久
二
年
の
閏
八
月
に
は
小
普
請
入
り
し
て
い
る
者
の
一
部
が
、

御
軍
艦
奉
行
支
配
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勝
海
舟
の
『
海
軍
歴
史
』
に
、
「
同
年
閏
八
月
十
二
日
、
小
普
請
支
配
之
者

（
小
普
請
入
し
て
い
る
が
御
目
見
以
上
の
も
の
）
百
九
十
五
人
、
同
組
（
小
普
請
で
御
目
見
以
下
の
も
の
）
三
十
人
、
都
合
一
一
百
六
十
六

ぞ
く
せ
ら
れ
そ
の
ご

人
、
御
軍
艦
奉
行
支
配
に
被
属
、
其
後
海
軍
奉
行
並
支
配
に
被
属
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
海
軍
奉
行
（
御
軍
艦
奉
行
）
は
、
木
村
摂
津

守
（
芥
舟
）
で
、
同
役
並
は
勝
麟
太
郎
（
海
舟
〉
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
矢
田
堀
景
蔵
（
鳩
）
と
引
き
継
が
れ
る
。
後
述
す
る
オ
ラ
ン
ダ
留

学
生
の
内
田
恒
次
郎
、
榎
本
釜
次
郎
、
沢
太
郎
左
衛
門
、
赤
松
犬
三
郎
、
田
口
俊
平
ら
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
軍
艦
組
に
所
属
し
て
い
た
が
、

軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
と
勘
定
奉
行
小
栗
上
野
守
の
周
旋
に
よ
っ
て
、
文
久
二
年
九
月
晦
日
に
は
ア
メ
リ
ヵ
ヘ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
決
し

た
０



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
○

生
派
遣
の
こ
と
も
中
止
と
な
っ
た
」
（
『
赤
松
則
良
半
生
談
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

墨
の
建
造
と
圏
掌
生
派
適
の
中
止
に
つ
い
て
の
史
料
は
決
し
て
多
く
は
な
く
臓
纒
舟
の
霊
歴
史
」
（
巻
二
十
三
ｌ
総
譜

‐
－
－
第
五
条
）
の
「
和
蘭
留
学
お
よ
び
開
陽
艦
の
記
事
」
に
、

巳
人
じ
ゆ
つ
お
“
い

か
つ

つ
か
わ

た
攻
た
瓜

文
久
一
一
壬
戌
政
府
大
二
海
軍
ヲ
拡
張
セ
ン
ト
ス
ル
折
柄
、
蒸
気
軍
艦
一
一
一
蔓
ヲ
米
国
政
府
一
一
注
文
シ
、
且
留
学
生
ヲ
モ
遣
ス
ヘ
キ
答
ナ
リ
シ
カ
、
適

そ
の
も
と
の

同
国
南
北
戦
争
ニ
テ
其
需
二
応
セ
ス
（
後
略
）

い
ぬ

と
い
っ
た
条
が
あ
る
位
で
、
戌
一
一
月
に
は
急
き
ょ
オ
ラ
ン
ダ
に
振
り
替
え
が
決
定
し
た
。

紅
あ
つ
ら
人

「
和
蘭
国
江
御
軍
艦
御
挑
相
成
候
二
付
見
込
之
趣
相
伺
候
書
付
」
（
外
国
奉
行
大
久
保
越
中
守
、
軍
艦
奉
行
井
上
信
濃
守
、
同
木
村

摂
津
守
、
蕃
所
調
所
頭
取
古
賀
謹
一
郎
ら
が
連
名
で
提
出
し
た
意
見
書
）
の
主
旨
は
、
軍
艦
製
造
中
、
御
軍
艦
組
と
蕃
所
調
所
出
役
の
も

の
が
諸
術
研
究
の
た
め
ア
メ
リ
カ
行
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
名
誉
と
考
え
出
発
の
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
支
障
が
生
じ
、
中
止
と
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
に
代
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
蒸
気
軍
艦
を
一
隻
発
注
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
堅
い
決
意
で
い
た
件
の
者
ど
も
を
オ
ラ

ふ
り
か
え

ン
ダ
行
に
「
振
替
」
て
、
差
し
遣
わ
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
ｊ
ｂ
の
で
、
ふ
り
か
え
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
の
短
い
記
事
を
与
え
て
い
る
。

あ
め
ｎ
か

し
た
く
と
ど
の

亜
米
利
加
国
政
府
江
蒸
気
軍
艦
一
一
隻
御
挑
相
成
、
製
造
中
御
軍
艦
組
蕃
所
調
所
出
役
之
ｊ
ｂ
の
等
諸
術
為
研
究
被
差
遣
侯
仰
渡
、
夫
々
支
度
取
整
ひ
侯

Ｓ
ｃ
よ
う
う
け

か
え

儀
之
処
、
亜
国
政
府
之
方
差
支
有
之
、
急
速
治
定
之
御
請
〈
不
申
上
趣
候
処
、
今
般
和
蘭
国
江
蒸
気
軍
艦
一
隻
御
挑
相
成
候
二
付
て
ハ
、
右
製
造
方
却

Ｔ
み
中
か

わ
ざ
浪
人
Ｌ
ゆ
げ
よ
う
の
た
め

の
い
め
い

て
速
二
出
来
河
浦
蕊
と
奉
存
候
間
、
前
書
亜
国
江
業
前
為
修
行
被
差
遣
候
旨
被
仰
渡
候
御
軍
艦
組
蕃
所
調
所
出
役
之
者
共
〈
、
銘
々
支
度
等
Ｊ
ｂ
出
来

い
ら
ず

い
た
し
居
、
何
時
被
差
遣
候
て
劃
ｂ
差
支
無
之
、
且
ハ
銘
々
一
途
一
一
審
国
江
被
差
遺
候
儀
を
規
模
と
致
し
、
深
く
存
込
罷
存
篠
を
遅
延
相
成
侯
て
ハ
、
右



と
云
ふ
立
場
か
ら
見
て
、
更
』

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
赤
松
則
良
半
生
談
』
に
よ
る
と
、
江
戸
で
こ
の
命
令
を
受
け
た
者
は
、
士
分
で
は
内
田
恒
次
郎
・
榎
本
釜
次
郎
・
沢
太
郎
左
衛
門
・

赤
松
大
三
郎
（
高
橋
三
郎
の
代
り
）
・
津
田
真
一
郎
・
西
周
助
ら
七
名
で
あ
り
、
ま
た
新
た
に
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
長
崎
養
生
所
誌
の
医

師
林
研
海
と
伊
東
方
成
ら
－
一
名
が
長
崎
よ
り
一
行
に
加
わ
る
旨
奉
行
衆
よ
り
伝
え
ら
れ
た
。

し
ょ
く
が
た

さ
ら
に
約
一
一
ヵ
月
後
の
同
年
五
月
一
一
十
一
一
日
（
陽
暦
六
月
十
九
日
）
、
こ
ん
ど
は
職
方
七
名
（
古
川
庄
八
・
山
下
岩
吉
・
中
島
兼
吉
・

大
野
弥
三
郎
・
上
田
寅
吉
・
大
川
喜
太
郎
・
久
保
田
伊
三
郎
ら
）
が
オ
ラ
ン
ダ
行
を
命
じ
ら
れ
た
。
先
に
オ
ラ
ン
ダ
行
を
拝
命
し
た
士
分

ら
に
加
え
て
職
方
（
技
術
者
）
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
赤
松
大
三
郎
の
「
六
十
年
前
の
阿
蘭
陀
留
学
」
（
『
大
日
本
』
）
に
よ
れ
ば
、
「
留
学

そ

生
と
し
て
洋
行
す
る
者
九
人
は
皆
士
分
の
者
で
あ
る
が
、
夫
れ
で
は
実
地
の
方
面
に
不
都
合
で
あ
ら
う
と
云
ふ
の
で
、
海
軍
諸
技
術
研
究

と
云
ふ
立
場
か
ら
見
て
、
更
に
各
種
の
技
術
者
を
同
行
に
加
へ
る
こ
と
軽
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
各
分
野
の
専
門
的
技
術
者
を
参
加

留
学
生
ら
が
、
ア
メ
リ
カ
行
か
ら
一
転
し
て
オ
ラ
ン
ダ
行
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
一
一
年
）
戌
三
月
十
一
一
一
日
（
陽
暦
四

月
十
一
且
の
こ
と
で
、
軍
艦
操
練
所
に
お
い
て
井
上
信
濃
守
（
清
直
）
よ
り
、
左
記
の
よ
う
な
命
を
受
け
た
。

さ
し
つ
が
■
ざ
ｈ

先
般
亜
米
利
加
政
府
え
蒸
気
軍
艦
御
挑
相
成
一
匁
製
造
中
諸
術
研
究
と
し
て
被
差
遣
旨
被
仰
渡
、
夫
々
支
度
相
整
ひ
候
儀
之
所
、
亜
国
政
府
之
差

ふ
れ
あ
り

い
た
ら
ず

支
有
之
、
急
速
其
運
び
に
不
至
候
に
付
、
今
般
改
て
右
軍
艦
和
蘭
国
政
府
之
御
挑
替
相
成
、
依
て
役
々
の
者
山
ｂ
同
国
へ
可
相
越
候
。
（
『
旧
幕
府
』
）

６
ば
り

ふ
り
か
几

等
之
気
張
を
失
ひ
可
申
し
」
奉
存
候
二
付
、
和
閉
国
江
御
挑
相
成
候
蒸
気
軍
艦
製
造
之
方
江
振
替
、
前
響
之
者
共
被
差
遣
候
様
仕
度
此
段
奉
伺
候
以
上
（
２
）

戌
二
月オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
ハ
ー



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
へ
一
一

文
久
二
年
戌
六
月
十
七
日
（
陽
暦
七
月
十
三
日
）
‐
－
－
脇
坂
安
宅
、
水
野
忠
精
、
板
倉
勝
静
ら
一
一
一
閣
老
は
、
連
名
で
オ
ラ
ン
ダ
の
国
務

大
臣
に
宛
て
て
留
学
生
の
受
け
入
れ
願
に
「
伝
習
人
名
前
書
」
（
留
学
生
ら
の
名
簿
）
を
添
え
て
正
式
に
申
し
入
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
学
術
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
当
初
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
留
学
生
ら
の
任
意
、
こ
こ
ろ
ざ
す

丑
ｏ
０
Ｄ
４
Ｐ
囮

い
ま
盾

い
几
ど

以
書
翰
申
入
侯
、
抑
我
国
人
先
年
貸
国
教
師
の
伝
習
を
受
し
以
来
、
我
国
お
ゐ
て
航
海
之
諸
術
始
て
開
け
、
爾
来
共
学
未
精
熟
に
至
ら
ず
と
錐
Ｊ
出
〉
、

漸
く
其
奥
旨
を
得
ん
と
す
、
雑
然
、
巨
艦
の
製
作
に
至
て
は
未
た
其
工
作
の
場
を
識
る
に
暇
あ
ら
す
、
た
と
ひ
急
に
こ
れ
を
識
る
と
も
俄
に
精
巧
に
至

ら
ん
事
甚
た
難
ん
ず
る
所
な
り
、
依
て
吾
国
滞
在
零
や
癒
鵡
騨
溺
砂
竺
ス
ク
ワ
イ
ル
江
貨
国
お
ゐ
て
蒸
気
軍
艦
打
立
之
儀
相
頼
み
侯
処
、
同
人

い
が
広
く

し
か
し

に
ｊ
四
）
無
臭
儀
了
諾
あ
り
て
、
其
段
速
に
貴
国
江
申
達
し
候
由
、
誠
に
満
足
之
至
に
候
、
然
て
は
別
紙
名
前
之
者
貴
国
江
差
遣
し
、
右
製
造
中
船
打
立
方

も
つ
し
』
Ｏ
Ｌ

十
．
爪
ぞ
れ

△
し
か
ロ
◎
べ
く

ハ
勿
論
、
以
序
外
諸
術
を
ｊ
＄
〕
修
業
為
致
度
、
尤
学
科
之
儀
は
各
自
そ
の
所
志
を
以
て
夫
々
取
極
可
学
問
、
諸
事
可
然
周
旋
頬
入
侯
、
尤
船
之
大
サ
、

馬
力
の
強
弱
、
砲
銃
之
員
数
、
費
用
之
多
寡
等
は
委
細
右
同
人
よ
り
被
申
達
し
儀
と
存
す
る
間
、
今
Ｆ
シ
に
費
せ
ず
、
此
段
申
入
度
如
斯
侯
、
拝
具
謹
言

壬
戌
六
月
十
七
日

脇
坂
中
務
大
輔

水
野
和
泉
守

板
倉
周
防
守

エ
キ
セ
ル
レ
ン
シ
ー

莉
鵠
繭
国
事
務
大
臣
江

花花花
押押押



か
く
し
て
留
学
生
十
六
名
の
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
は
き
ま
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
軍
艦
建
造
の
発
注
は
す
で
に
三
月
一
一
十
二
日
（
陽
暦
四

月
一
一
十
日
）
付
で
、
久
世
大
和
守
と
安
藤
対
馬
守
の
連
名
で
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
（
］
・
【
・
骨
菖
戸
）
に
宛
て
て
出
さ
れ
て

い
た
。
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
は
、
幕
府
か
ら
の
建
造
要
請
を
外
交
事
務
と
し
て
受
け
と
め
ず
、
貿
易
問
題
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
し
、
長
崎

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一ハ一一一

と
こ
ろ
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
ひ
い
た
本
文
の
あ
と
、
派
遣
さ
れ
る
留
学
生
ら
の
氏
名
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
士
分

の
者
た
ち
の
名
は
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
か
職
方
の
そ
れ
は
な
い
。

伝
習
人
名
前
書

取
締
役
内
田
値
次
郎

士
官

榎
本
釜
次
郎

沢
太
郎
左
術
門

赤
松
大
三
郎

田
ロ
俊
平

津
田
真
一
郎

西
周
助

マ
マ

官
医

伊
藤
玄
伯
守
▼

林
硯
海

外
一
一
水
夫
小
頭
、
測
器
節
、
大
工
、
鍛
治
職
、
鋳
物
節
、
平
水
夫
等
七
人

通
計
十
六
人



暦
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
は
海
軍
大
臣
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ヶ
に
諮
り
、
そ
の
協
力
を
取
り
つ
け
、
王
立
蒸
気
船
機
関
局
の
監
査
官
ホ
イ
ヘ
ン
ス

海
軍
大
佐
（
酉
・
西
口
摘
自
の
）
を
軍
艦
建
造
の
顧
問
と
し
た
。
ま
た
同
社
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ラ
ン
ダ
蒸
気
船
会
社
の
社
長
フ
ァ

ン
・
オ
ー
ル
ト
（
」
・
二
「
・
Ｐ
・
く
：
。
Ｃ
ａ
［
）
に
、
設
計
と
見
稲
を
依
頼
し
た
。
一
八
六
三
年
春
に
は
、
建
造
計
画
は
完
成
し
た
の
で
、
造

船
所
を
捜
す
段
階
に
至
っ
た
が
、
ホ
イ
ヘ
ン
ス
の
提
案
で
競
争
入
札
と
は
せ
ず
、
造
船
会
社
を
五
つ
ほ
ど
当
っ
た
結
果
、
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト

の
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
造
船
会
社
が
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
、
安
く
建
造
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
同
造
船
所
と
契
約
を
結
ぶ
こ

と
に
し
た
。

文
久
二
年
の
わ
が
国
最
初
の
欧
州
留
学
生
（
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
）
は
、
本
来
、
軍
艦
建
造
を
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
た
こ
と
に
端
を
発
し

て
お
り
、
そ
の
建
造
の
「
立
合
」
（
現
場
監
督
）
の
名
目
で
派
遣
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
海
軍
留
学
生
を
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
す
る
識

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
幕
末
最
後
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ン
ヶ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
や
第
一
次
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
教
育
団
の
団
長
フ
ァ

ビ
ュ
ス
中
佐
ら
の
進
言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
フ
ァ
ビ
ュ
ス
は
滅
極
的
に
こ
れ
を
強
調
し
た
と
い
う
。
留
学
生
十
六
名
の

オ
ラ
ン
ダ
行
が
き
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
同
は
出
発
の
準
備
に
取
り
か
か
り
、
文
久
二
年
六
月
十
一
日
〈
陽
暦
七
月
七
日
）
に
在
府
の
士

分
一
同
は
、
御
軍
艦
操
練
所
に
召
し
出
さ
れ
、
御
軍
艦
奉
行
井
上
信
濃
守
〈
清
直
、
川
路
左
衛
門
尉
聖
護
の
弟
）
よ
り
、
「
此
度
御
暇
を

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
四

の
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
駐
在
員
ボ
ー
ド
ワ
ァ
ン
（
シ
・
］
・
国
四
目
巳
口
）
に
、
幕
府
の
希
望
を
伝
え
た
。
ポ
ー
ド
ワ
ァ
ン
は
早
速
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
本
社
に
連
絡
を
と
っ
た
が
、
幕
府
の
要
請
に
応
じ
る
意
が
あ
る
、
と
の
返
信
を
得
た
の
は
一
八
六
二
年
六
月
二
十
四
日
（
陽

オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
の
構
成
と
特
色



士
分
の
者
は
、
こ
れ
ら
数
カ
条
の
誓
言
に
血
判
を
さ
せ
ら
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
る
留
学
生
ら
は
、
当
時
「
蘭
国
御
用
御
軍
艦

方
」
と
も
「
和
蘭
行
御
軍
艦
方
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
総
数
十
六
名
の
留
学
生
団
は
、
大
別
す
る
と
海
軍
班
。
洋
学
班
・
医
学
班
・
技
術

班
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
各
留
学
生
の
班
・
氏
名
・
身
分
・
地
位
・
専
攻
科
目
・
出
国
時
の
年
齢
等
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

賜
は
っ
て
学
業
の
為
和
蘭
へ
遣
さ
る
」
旨
を
伝
え
ら
れ
た
の
ち
、
洋
行
に
つ
い
て
種
々
注
意
を
う
け
、
い
く
つ
か
誓
言
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

つ
れ

取
締
（
団
長
）
内
田
恒
次
郎
（
正
雄
）
…
…
…
（
旗
本
千
五
百
石
、
海
軍
諸
術
、
一
一
十
五
歳
‐
－
１
‐
天
保
九
年
十
一
月
生
ま
れ
）

た
げ
あ
さ

榎
本
釜
次
郎
（
武
揚
）
…
…
：
。
（
御
家
人
、
軍
艦
組
、
機
関
学
、
二
十
七
歳
ｌ
‐
ｌ
天
保
七
年
八
月
生
ま
れ
）

沢
太
郎
左
衛
門
（
貞
説
）
：
…
…
．
（
御
家
人
、
軍
艦
組
、
砲
術
、
一
一
十
九
歳
‐
－
１
天
保
五
年
六
月
生
ま
れ
）

の
ｎ
Ｆ
よ
－
し

赤
松
大
―
―
一
郎
（
則
良
）
…
・
…
；
御
家
人
、
軍
艦
組
、
造
船
学
、
一
一
十
一
一
歳
‐
－
－
‐
天
保
十
一
一
年
十
一
月
生
ま
れ
）

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
五

の
う
ち
の
主
な
も
の
は
、

｜
、
如
何
な
る
場
合
」

｜
、
切
支
丹
宗
門
に
一

ぼ
ん
ら
よ
う

一
、
本
朝
（
わ
が
国
）

ぼ
ん
ら
よ
う

一
、
本
朝
（
‐

等
で
あ
っ
た
。

（
海
軍
班
）

如
何
な
る
場
合
に
も
日
本
の
秘
密
を
洩
さ
蛍
る
こ
と

切
支
丹
宗
門
に
肩
を
入
れ
ま
じ
き
こ
と

ぼ
ん
ら
よ
う

本
朝
（
わ
が
国
）
の
風
俗
を
改
め
ま
じ
き
こ
と



ま
み
ら

津
田
真
一
郎
（
真
道
）
…
・
…
：
（
津
山
藩
士
、
蕃
書
〈
洋
書
）
調
所
教
授
手
伝
並
、
人
文
・
社
会
科
学
（
法
律
・
国
際
法
・
財
政
学
・
統

計
学
）
、
三
十
五
歳
１
１
文
政
十
一
一
年
六
月
生
ま
れ
）

古
川
庄
八
…
…
…
（
水
夫
小
頭
、
船
舶
運
用
〔
操
縦
〕
、
水
夫
の
扱
い
方
、
二
十
七
歳
ｌ
‐
ｌ
天
保
七
年
七
月
生
ま
れ
）

山
下
岩
吉
：
…
…
二
等
水
夫
船
舶
運
用
、
二
十
二
歳
ｌ
天
保
十
二
年
一
月
生
ま
れ
）

中
島
兼
吉
…
…
…
（
鋳
物
師
、
蒸
気
汽
鎌
そ
の
他
の
鋳
造
、
三
十
歳
‐
－
－
天
保
三
年
六
月
生
ま
れ
）

の
り
ら
か

大
野
弥
一
一
一
郎
（
規
周
）
・
…
・
…
．
（
時
計
師
、
測
堂
機
械
の
製
造
、
四
十
三
歳
‐
１
１
文
政
三
年
一
月
生
ま
れ
）

上
田
虎
吉
（
明
治
維
新
後
、
寅
吉
）
：
…
…
。
（
船
大
工
、
造
船
術
、
四
十
一
歳
‐
－
１
文
政
五
年
三
月
生
ま
れ
）

大
川
葛
太
郎
…
…
…
（
鍛
治
職
、
鋳
物
一
般
と
く
に
シ
ャ
フ
ト
の
製
造
、
一
一
一
十
一
歳
‐
１
１
天
保
三
年
生
‐
－
－
慶
応
元
年
八
月
四
日
ア
ム

大
川
葛
太
郎
…
…
…

ス
テ
ル
ダ
ム
で
病
死
）

久
保
田
伊
三
郎
…
…
…
（
宮
大
工
、
艦
内
装
飾
等
、
生
年
月
日
不
詳
、
病
気
に
よ
り
脱
落
し
、
文
久
一
一
一
年
七
月
一
一
十
四
日
江
戸
で
死
亡
）

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
ハ
ー
ハ

田
口
俊
平
（
良
直
）
…
…
…
（
久
世
家
家
臣
、
軍
艦
操
練
所
教
授
方
出
役
、
側
壁
学
、
四
十
五
歳
－
‐
－
文
政
元
年
三
月
生
ま
れ
）

〈
洋
学
班
）

（
同
職
方
）



伊
東
玄
伯
（
方
成
〉
…
…
（
奥
医
師
見
習
鬘
三
十
一
歳
ｌ
天
保
三
年
九
月
生
ま
れ
一

つ
肛

林
研
海
（
縄
｝
…
…
…
（
奥
医
師
医
学
十
九
歳
Ｉ
弘
化
元
年
六
月
生
霞
れ
）

海
軍
班
の
士
分
の
者
ら
が
初
め
ア
メ
リ
カ
行
の
予
定
で
あ
っ
た
と
き
、
軍
艦
操
練
所
の
高
橋
三
郎
が
一
行
に
加
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

オ
ラ
ン
ダ
に
注
文
換
え
に
な
る
や
、
赤
松
大
三
郎
が
こ
れ
に
代
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
松
が
そ
の
選
に
上
っ
た
の
は
、
す
で
に
万
廷
元
年
に

遣
米
使
節
に
随
行
し
て
渡
米
し
た
経
験
が
あ
り
、
ま
た
古
賀
謹
一
郎
（
開
成
所
頭
取
）
の
推
挙
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
参
加
者
一
同
の
横
顔
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
内
田
は
、
旗
本
千
五
百
石
の
若
様
（
養
子
）
で
御
小
姓
組
出
身
。
身
分
が

一
番
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
一
行
の
取
締
役
（
団
長
格
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
次
ぐ
身
分
は
、
伊
東
と
林
の
奥
医
師
で
あ
る
。
榎
本
・
沢
・

赤
松
も
、
た
だ
士
分
と
い
う
だ
け
の
御
家
人
で
あ
る
。
田
口
は
久
世
広
周
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
久
世
が
老
中
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
御
声
掛
か
り
で
一
行
に
加
わ
っ
た
。
田
口
は
一
行
の
中
で
最
年
長
の
四
十
五
歳
。
赤
松
は
「
此
人
は
御
老
中
の
御
声
掛
で
此
行
に
加

十
こ
ぶ

は
っ
た
の
で
、
和
蘭
語
の
素
養
も
な
か
っ
た
の
で
留
学
中
も
頗
る
不
便
を
感
じ
、
従
っ
て
修
業
も
思
は
し
く
出
来
な
か
っ
た
の
は
気
の
毒

戎
▼
▽

に
思
っ
た
。
帰
朝
後
間
も
な
く
世
を
去
っ
た
が
、
私
と
は
一
一
十
歳
余
の
老
輩
で
私
等
の
如
き
世
事
に
馴
れ
ぬ
青
年
は
対
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
位
だ
か
ら
、
其
性
行
等
に
就
い
て
は
多
く
を
知
ら
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
亀
赤
松
則
良
半
生
談
』
）
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
七

あ
ま
ね

西
周
助
（
周
）

（
医
学
班
）

（
津
和
野
藩
士
、
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
並
、
同
右
、
三
十
五
歳
１
１
文
政
十
一
一
年
一
一
月
生
ま
れ
）



大
野
は
越
前
大
野
藩
抱
の
す
ぐ
れ
た
時
計
師
・
測
麓
機
械
師
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
素
養
は
無
か
っ
た
が
、
パ
タ
ビ
ァ
か
ら
オ
ラ
ン

さ
し
つ
か
え
濯
げ

へ
た

ダ
ヘ
の
航
海
中
に
勉
強
し
、
「
日
常
に
は
差
支
無
い
丈
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
田
は
伊
豆
の
戸
田
の
船
大
工
で
あ
る
。

か
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
が
下
田
で
難
波
し
た
折
、
西
洋
型
帆
船
（
後
の
君
沢
型
）
の
建
造
に
従
事
し
、
渡
蘭
後
は
赤
松

と
同
じ
造
船
術
を
学
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
。
大
川
は
腕
の
よ
い
海
軍
所
（
海
軍
操
練
所
）
御
用
達
の
鍛
治
屋
で
、
多
く
の
西
洋
型
船
の
建
造

に
も
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
渡
闘
後
「
西
洋
の
精
巧
な
る
鍛
治
術
を
学
ぱ
う
と
い
ふ
目
的
で
あ
っ
た
」
が
、
不
幸
に
も
留
学
中
に
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
と
鼓
腸
（
腸
に
ガ
ス
が
異
常
に
た
ま
る
病
気
）
に
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
病
死
し
た
。
久
保
田
は
小
石
川
の
名
高
い

宮
大
工
で
あ
り
、
長
崎
ま
で
一
行
に
同
行
し
た
が
、
喀
血
し
、
長
崎
養
生
所
で
蘭
医
ボ
ン
。
ヘ
や
ポ
ー
ド
ワ
ァ
ン
ら
の
診
療
を
受
け
た
。
が
、

宮
大
工
で
あ
り
、
長
崎
ま
で
二

江
戸
に
戻
っ
た
の
ち
死
去
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
八

矼趣一屯．ロ

要
す
る
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
な
く
、
ま
た
習
っ
て
も
年
の
せ

趣
い
で
物
覚
え
が
お
そ
く
、
加
え
て
渡
蘭
後
は
病
弱
で
あ
っ
た
か
ら
、

、
他
の
若
い
連
中
と
は
同
じ
よ
う
に
修
業
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

吉
幌
と
で
あ
ろ
う
。

兼
子
「
職
方
」
の
中
で
は
、
古
川
と
山
下
は
船
舶
と
水
夫
の
扱
い
方

鴨鍼を学ぶ予定で、中島は榊原藩（越後高田十五万石）抱の
評鋳物師であり、大砲の鋳造にかけては優れた技堂を持つ
緯
て
い
た
。
当
時
の
人
々
に
は
痘
痕
の
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、

中
島
も
赤
松
に
よ
れ
ば
、
「
大
ア
パ
タ
の
男
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。



オ
ラ
ン
ダ
行
の
留
学
生
団
は
、
海
軍
・
洋
学
・
医
学
・
技
術
の
四
班
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軍
艦
建
造
の
「
立
合
」
（
監

督
）
と
諸
学
術
（
海
軍
諸
技
術
）
の
修
得
が
第
一
の
狙
い
で
あ
り
、
次
第
に
参
加
者
が
殖
え
て
、
十
六
名
の
研
修
団
と
な
っ
た
も
の
で
あ

（
３
）

る
。
こ
の
留
学
生
団
は
、
系
統
だ
っ
た
組
織
体
と
い
う
よ
り
は
「
学
習
目
的
を
異
に
し
た
独
立
体
の
〈
口
流
で
あ
る
」
。
が
、
時
代
の
変
革

期
に
際
し
て
、
め
い
め
い
が
幕
命
を
奉
じ
、
近
代
日
本
を
創
造
す
る
た
め
の
「
共
通
の
建
設
的
な
課
題
」
を
抱
い
て
の
渡
航
で
あ
っ
た
。

大
久
保
利
謙
教
授
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
基
本
的
特
色
に
つ
い
て
、
「
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
団
は
、
結
果
に
お
い
て
と
は
い
え
、
当
時
の

洋
学
の
全
領
域
に
わ
た
り
、
し
か
も
近
代
的
国
防
科
学
か
ら
近
代
的
政
治
経
済
の
学
へ
と
多
角
的
綜
合
的
に
近
代
国
家
の
建
設
を
目
ざ
す

（
４
）

と
い
う
前
向
き
の
実
践
性
を
も
ち
、
各
留
学
生
の
レ
ベ
ル
も
す
ぐ
れ
て
高
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
が
、
じ
っ
さ
い
日
本
の
近
代
化
達

成
の
抱
負
と
期
待
を
に
な
っ
て
派
遣
さ
れ
た
各
留
学
生
は
、
人
物
・
識
見
・
学
術
と
い
い
、
ま
た
技
術
・
技
量
の
点
で
他
に
比
ぺ
て
決
し

て
遜
色
が
な
い
、
第
一
級
の
人
物
で
あ
り
、
当
時
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

＊

幕
末
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
（
わ
が
国
最
初
の
海
軍
留
学
生
十
一
ハ
名
）
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
調
査
を
志
し
て
か
ら
も
う
か
な
り
に
な
る
。

昭
和
五
十
五
年
の
盛
夏
、
市
立
函
館
図
書
館
の
薄
暗
い
閲
覧
室
で
。
ヘ
リ
ー
関
係
の
史
料
を
閲
読
し
て
い
た
と
き
、
書
架
か
ら
何
気
な
く
抜

い
て
手
に
と
っ
た
小
職
子
『
よ
み
が
え
る
幕
末
の
震
ｌ
繍
陽
九
』
（
非
売
品
共
同
通
信
社
編
）
の
べ
「
ジ
を
め
く
る
う
ち
に
、
霞

す
ま
す
十
六
名
の
サ
ム
ラ
イ
に
感
興
が
わ
い
て
来
て
、
や
が
て
研
究
に
手
に
染
め
る
よ
う
に
な
り
、
内
外
の
取
材
を
終
え
て
上
梓
し
た
の

が
、
『
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
』
（
東
書
選
書
、
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
で
あ
っ
た
。

従
来
、
明
ら
か
で
な
か
っ
た
在
蘭
中
の
留
学
生
の
動
向
そ
の
他
に
つ
い
て
、
若
干
の
新
事
実
を
同
書
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
が
、

史
料
不
足
、
調
査
の
不
撤
底
、
そ
の
他
の
事
情
等
か
ら
、
今
顧
み
る
と
実
に
意
に
満
た
ぬ
出
来
栄
え
と
な
っ
た
。
同
書
が
出
版
さ
れ
る
一

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

六
九



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

七
○

ヵ
月
前
に
、
大
久
保
利
鎌
教
授
編
『
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
（
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
こ
ろ
同
史
料
集
を
十
分
に
利
用
す
る
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
『
続
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
（
雄
松
堂
出
版
、
昭

和
五
十
九
年
一
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
関
係
の
史
料
の
ほ
ぼ
全
て
が
出
つ
く
し
た
観
が
あ
る
。
筆
者
も
収
蔵

の
写
真
を
提
供
し
、
年
表
の
作
成
を
担
当
し
、
多
少
編
纂
の
仕
事
と
関
わ
り
を
持
っ
た
。

筆
者
は
、
そ
の
後
、
同
史
料
集
と
新
た
に
入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
側
の
史
料
を
な
い
ま
ぜ
て
書
き
上
げ
た
短
い
論
考
を
、
折
に
ふ
れ
て
発

表
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
が
、
先
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
知
人
よ
り
送
ら
れ
て
来
た
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
関
係
の
新
史
料
（
当
時
の
新
聞
記

事
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
、
昨
年
の
夏
休
み
に
解
読
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
研
究
過
程
の
一
報
告
と
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
と

思
う
。
こ
れ
ら
の
新
史
料
は
『
史
料
集
成
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
取
材
で
渡
閲
し
た
折
に
新
た
に
見
つ
け
た
新
聞
雑
誌
の
記
事
と

と
も
に
、
本
稿
に
掲
げ
て
お
い
た
。
短
い
滞
在
期
間
中
に
、
何
十
種
類
も
あ
る
新
聞
の
中
か
ら
、
日
本
人
の
記
事
を
採
取
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
容
易
で
は
な
く
、
少
な
か
ら
ず
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
史
料
は
『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
し
一
ｍ
の
日
の
目
餌
目
Ｑ
の
一
ｍ
ワ
一
目
）
紙
（
一
八
六

一
一
一
。
六
！
｜
八
六
八
・
六
）
が
主
な
も
の
で
、
こ
れ
に
筆
者
が
現
地
で
採
取
し
た
『
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
新
聞
』
（
宛
。
（
［
臼
（
荷
目
開
庁
Ｄ
Ｃ
Ｅ
‐

『
■
且
『
ラ
ィ
デ
ン
新
聞
』
（
Ｆ
の
豆
の
目
の
Ｃ
・
自
画
員
）
『
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
新
聞
』
（
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｈ
の
、
耳
の
Ｓ
の
Ｃ
Ｏ
ロ
『
目
〔
）
等
の
記
事
を
加
え
る
こ

と
に
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
文
字
が
不
鮮
明
な
箇
所
が
多
く
あ
っ
て
、
判
読
に
て
こ
ず
っ
た
が
、
お
お
か
た
の
ご
協
力
を
得
て

訳
し
お
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
不
得
手
な
蘭
語
の
疑
義
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
、
前
学
士
院
事
務
長
の
庄
司
一
一
一
男
氏
、
国
費
留
学
生
の
バ

フ
ネ
ル
氏
、
Ａ
・
Ｊ
・
ピ
ー
ー
ン
グ
ト
ン
氏
、
ま
た
史
料
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
在
住
の
勝
山
光
郎
氏
、
ラ
イ
デ
ン
在
住

の
フ
ゥ
ー
ト
ハ
ル
ス
氏
、
ラ
イ
デ
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
各
古
文
書
館
、
ハ
ー
グ
の
王
立
図
書
館
、



ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
海
事
博
物
館
、
慶
応
大
学
図
書
館
等
の
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。

由
Ｈ
ｏ
ロ
ゴ
日
の
戸
（
国
・
）
』
ロ
蔓
い

い
］
ロ
ョ
］
『
ご
Ｑ
蔑
烏
国
二
濤
尋
⑤
》

Ｃ
ロ
ユ
の
〔
冒
口
の
①
Ｐ
四
○
旨
尻
肖
『
・

聾
＆
昔
菖
ロ
、
直
さ
ョ
⑮
二
頭

く
・
伜
ぐ
の
昼
⑪
国
の
一
ぐ
。
①
［

く
の
耳
『
Ｃ
声
声
の
ロ
・

四
目
訂
『
苫
貝
興
Ｃ
ｐ
Ｂ
》
崖
の
一
ぐ
○
の
［

曰
菅
⑩
苫
烏
国
ａ
ｓ
鼠
の
①
の
一
日
口
昌
旦
の
Ｐ
Ｃ
Ｃ
『
』
『
の
Ｃ
ロ
〔

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

注「
米
国
往
復
書
簡
」
『
統
通
信
全
覧
』
所
収
。

「
和
蘭
国
江
御
軍
艦
御
挑
相
成
候
に
付
見
込
之
趣
相
伺
候
書
付
」
（
『
海
軍
歴
史
』
巻
の
一
一
十
三
「
和
蘭
国
留
学
及
開
陽
丸
の
記
事
」
）
。

『
幕
末
和
蘭
留
学
関
係
史
料
集
成
』
（
大
久
保
利
鎌
編
箸
）
の
「
総
説
」
一
一
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

前
掲
轡
、
三
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

の
ｎ
面
の
①
ロ
⑪
ご
］
ロ
一
己
岨
の
ロ
。

七
一



「

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
瀞
末
維
新
史
料

ヘレフートスライスの町（当時の銅版画より， 筆者収蔵）

ブ
ラ
ー
ウ
ェ
ル
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
入
港

六
月
三
日
ｌ
「
ト
フ
ヱ
ン
デ
・
ブ
ロ
ー
ド
レ
号
」

船
長
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
セ
ン
（
ホ
ル
メ
ス
ト
ラ
ン
ド
）

「
ア
ド
リ
ァ
ナ
・
・
ヘ
ト
ロ
ネ
ル
ラ
号
」

船
長
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ェ
ル
デ
（
ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
）

ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
に
向
け
て
出
港
す
。

同
日
ｌ
「
｜
ア
ル
ナ
ー
テ
号
」

船
長
カ
ル
ス
〈
ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
）

「
ト
フ
ェ
ン
デ
・
ブ
ロ
ー
ド
レ
号
」

船
長
ヘ
ー
ル
ム
イ
デ
ン
（
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
）

注

日
本
人
留
学
生
十
五
名
を
乗
せ
た
「
テ
ル
ナ
ー
テ
」
号
の
オ
ラ
ン
ダ
到
着
〈
同

船
は
は
じ
め
ブ
ヲ
ー
ウ
ェ
ル
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
に
着
き
、
次
い
で
ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ

イ
ス
に
寄
り
、
最
終
的
に
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
日
本
人
を
降
ろ
し
た
）
を
知
ら
せ

る
こ
の
記
事
は
、
『
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
新
聞
」
（
…
『
…
・
訂
ｏ
・
…
Ｉ

船
舶
情
報

七
一

一
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オランダ留学生らがライデン市に到着したことを知らせる
『ライデン新聞』の記事

Ｆ
の
】
」
の
ロ
、
『
震
菖
二
・

１
１
国
目
一
ｍ
の
Ｑ
の
【
］
眉
目
の
ｇ
の
一
・
口
、
。
一
日
、
の
Ｐ
葛
の
一
戸
の
日
日

ｚ
の
Ｑ
の
Ｈ
一
ｍ
ロ
ロ
凶
］
。
い
の
穴
○
目
の
。
。
Ｂ
ケ
ロ
ロ
ゴ
の
○
つ
一
の
己
冒
、
〔
の
。
ロ
ゴ
四
口
い
の
Ｐ

宮のワワの己臼四曰くロロ穴の一一］穴宮口。】ご［Ｈ①屍ｍｍｐｏロ〕の口】ロゴの〔す。［巴○のＮＣロ

ロ
ー
ゴ
ー
の
Ｈ
・

ラ
イ
デ
ン
ー
ー
ー
ム
ハ
月
五
日
。

教
育
を
受
け
に
わ
が
国
に
や
っ
て
来
た
何
人
か
の
日
本
青
年
は
、
ま
ず
当

（
１
）

地
の
「
ホ
テ
ル
・
志
卜
・
ゾ
ン
」
に
旅
装
を
と
い
た
。

八
六
三
年
六
月
四
日
付
）
の
中
で
見
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

肉
。
Ｒ
の
『
・
日
ロ
の
◎
ず
の
０
。
■
円
四
口
［

主§
〃

ホ
ヂ
ル
ド
ハ
ウ
ザ
ン
ゾ
ン

こ
の
ホ
テ
ル
は
正
式
に
は
配
。
（
①
一
旦
の
。
。
且
の
回
国
・
口
（
〃
太
陽
ホ
テ
ル
伽

七
一
一
一

（
］
、
①
四
・
①
。
。
）



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

人だかりがしている建物が「ホテル・ド・ゾン」

一
．
頃
の
ロ
】
の
ロ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
ユ
目
は

七
四

ほ
ど
の
意
）
と
い
う
。
ラ
ィ
デ
ン
市
プ
レ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト
百
五
十
五
番
地
（
現
在
の

番
地
）
に
あ
っ
た
。
建
物
は
健
在
で
あ
る
が
、
今
は
た
し
か
洋
品
店
に
な
っ
て
い
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
「
ホ
テ
ル
．
Ｆ
・
ハ
ウ
デ
ン
・
ゾ
と
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た

の
は
一
八
九
一
一
年
（
明
治
一
一
十
五
年
）
頃
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
エ
○
房
一
Ｆ
の

⑩
。
一
旦
□
ｏ
ｎ
（
〃
黄
金
の
太
陽
〃
ほ
ど
の
意
）
と
名
を
改
め
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

生
ま
れ
の
ヘ
オ
ル
ヘ
・
ジ
ャ
ン
・
オ
ベ
ル
テ
ュ
ル
の
①
。
園
の
］
８
コ
○
す
の
貝
冒
円
（
当

時
五
十
一
一
一
歳
）
が
、
一
八
四
一
一
一
年
か
ら
一
八
六
六
年
一
月
ま
で
同
ホ
テ
ル
の
持
主
で

あ
っ
た
。
’
一
八
六
六
年
五
月
以
後
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
・
フ
レ
デ
ク

ス
・
ス
ミ
ッ
ト
と
い
う
者
が
経
営
を
引
き
継
い
だ
。

な
お
、
’
八
六
○
年
代
の
『
総
合
住
所
氏
名
案
内
』
（
Ｅ
、
の
曰
の
目
鈩
日
の
⑩
す
：
，

こ
に
は
、
ラ
ィ
デ
ン
市
内
の
ホ
テ
ル
名
や
そ
の
広
告
は
出
て
い
な
い
が
、
オ
ペ
ル

ー
ナ
ュ
ル
に
関
す
る
『
襲
域
が
見
ら
れ
る
。

マ
マ

マ
で

○ケの『【］〕（】『この。］・一○ｍのロ】のロ［ケ。巨已の鼠す『（山、巨鈩ムマ砲『し

（
」
の
①
函
・
＠
］
Ｃ
）

㎡
の
宛
シ
一
同
ｚ
国
鈩
の
因
》
①
」
Ｅ
昌
一
・
Ｚ
回
囚
【
ロ
】
①
ロ
ぐ
の
目
の
①
日
［
目
一
一
①
。

シ
一
噸
の
曰
の
①
口
西
口
ロ
ロ
の
一
の
す
－
ｍ
』

「
ホ
テ
ル
経
営
者
」
の
意
で
あ
る
。



の
①
己
函
の
ユ
の
『
］
の
ロ
函
Ｓ
ｍ
の
］
回
已
囚
口
の
賎
の
ロ
Ｎ
】
Ｃ
ゴ
ー
ロ
ニ
の
【
の
⑩
己
の
日
一
の
六
○
目
の
■
ぐ
の
の
【
肩
の
ロ
・
弓
Ｃ
〔
』
ｇ
の
ご
●
の
一
⑩
く
。
。
『
面
の
ロ
曰
９
ｍ
す
。
○
随
の

ｚ
－
の
自
己
⑩
【
『
、
四
［
⑦
の
ロ
の
三
○
日
ロ
頤
晦
の
ぎ
巨
巨
【
ロ
。

●

ワ
】
ロ
ロ
の
。
』
・
甘
回
口
丙
の
ロ
の
ロ
【
臣
〕
回
『
■
ロ
の
。

…
芝
国
富
罠
巨
亘
ｌ
…
…
ｇ
…
臺
冨
骨
實
…

四
○
廟
曰
ロ
ロ
ニ
ロ
の
『
⑦
の
己
の
ご
［
一
め
す
の
Ｎ
ｏ
．
茜
［
の
。
［
の
ぐ
の
ロ
の
ゴ
ロ
ロ
ロ
の
○
℃
三
臼
。
ず
ば
ロ
函
瞬
の
日
四
四
戸
［
亘
一
』
の

六
月
九
日
ハ
ー
グ

何
人
か
の
若
い
日
本
人
は
、
当
地
に
お
い
て
居
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
れ
ら
は
ホ
ー
ヘ
・

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ス
ト
ラ
ー
ト
に
家
を
一
軒
借
り
た
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
六
月
十
日
付
）
の
記
事
。
日
本
人
留
学
生
（
士
分
）
は
、
津
田
・
西
・
職
方
ら
を
ラ

イ
デ
ン
に
残
し
、
ハ
ー
グ
に
移
っ
た
が
、
先
ず
借
家
を
求
め
、
そ
の
あ
と
分
散
し
て
孫
ら
し
た
。

Ｆ
の
『
□
⑪
の
ぎ
の
Ｃ
○
戸
『
ロ
ロ
芹

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

（
］
、
①
鱒
①
。
］
画
）

Ｃ
ｐ
９
の
『
、
巴
の
己
の
ぐ
四
口
勺
『
。
｛
・

白
一
口
厨
【
の
円
の
ぐ
四
コ
穴
○
一
○
口
読
口
。

七
五



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ライデンの航海学校（当時の銅版画より，筆者収蔵）

（
』
図
の
四
・
の
。
］
、
）

国
閂
ｚ
ヱ
ロ
ヱ
Ｆ
シ
ｚ
Ｃ
ｍ
ｏ
国
同
国
両
用
閂
の
日
向
ｚ

Ｆ
向
く
□
向
ｚ
・
扇
］
巨
昌
］
・

Ｉ
観
…
…
｜
…
言
…
…
『
…
圏
…
：
旨
彦
…

。
ご
Ｑ
の
『
ぬ
の
｜
の
己
①
ぐ
四
口
］
彦
匂
・
勺
○
日
己
の
ぐ
、
ロ
ー
『
の
①
『
・
の
『
ぐ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
ロ
四
四
円
〉
⑩
四
四
ｍ
の

ぐ
の
Ｈ
〔
『
。
【
丙
の
ロ
】
。
ｐ
】
ロ
ロ
四
【
ぐ
。
。
『
一
○
○
℃
】
、
一
口
の
①
ご
く
○
○
『
ず
の
ご
函
の
声
ロ
ロ
【
』
①

ミ
○
口
旨
、
［
の
ミ
Ｃ
ａ
の
ロ
、
の
ぎ
巳
の
ぐ
の
、
行
○
○
穴
。
①
［
葛
の
①
四
四
口
ロ
①
［
こ
の
３
Ｄ
彦
の
曰
の
ロ
［

七
六

ハ
ー
グ
ー
六
月
十
一
鳳
．

（
１
）

本
日
、
何
人
か
の
若
い
日
本
人
は
、
ホ
フ
マ
ン
教
授
の
案
内
で
ハ
ー
グ
を
訪
れ
、

更
に
植
民
地
省
・
内
務
省
・
海
軍
省
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
た
。

注

『
ラ
イ
デ
ン
新
聞
』
（
’
八
六
三
年
六
月
十
二
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
ホ
フ
マ
ン
教
授
二
八
○
五
～
一
八
七
八
）
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
東
洋
学
の
教

授
で
、
日
本
人
世
話
役
と
な
っ
た
人
。

Ｐ
の
臣
・
の
、
汀
ｍ
Ｏ
ｏ
Ｐ
Ｈ
ｍ
ｐ
［



【Ｃの晩のごＣ①岨□①の［巨ｑ①ロ【のご一己。①順のロの①の宍巨口旦のい】］■閂口のこのくの同〔『○六六の口》Ｑのいの圃巨一一のロのｎ画〔の『⑪ロＣの○一ｍロロ囚『旧の量。①ロ

〔の『巨碩穴の①円のロ》○口）や。この『、の。六○口】の【］ぬ。①ウの。○の一］ロぬく四□すロロ、○■くの『口のロ〕のご［》の口圃○○画一のＮ】一Ｎの｜くの二一三の。⑪ｎヶのロマ〔の

Ｆの望』のロ［の印斤巨○の『のロ・乏の一穴⑩壷○○ｍ①の●ず○○一ののロ］ロ口気顕の」の９のロ。。。『すの〔ぬのい、ロ【⑩。彦口ロくロロ］口已■ごロ〕の［の①ロロ｝の、【］晒
すの８の六くの『の⑦【ロー「の『巳『暑のの⑪白○のロ［の。旨□の円の、【のコワ一一］ぐの口三の『ぐＣＣＨ砠○の○頤のくの⑩［一ｍｇ【のラミ】］一宮の［ロの一己の口⑪。す

ぐ四口」のロＣ彦の【Ｑのの□の［Ｐｏｐのロ】のロ【⑪］砂９回［の①ごす。。【⑩ロ〕四口のロの①ロ『口凹〔『。。⑪○つ』のワーＣの】］のｐ９の六｛どのの丙⑩、声○○一ぐ。。『Ｎの①‐
、
、

ぐ色『〔四一三円・ユーの三一四ｍ《の『のコケの８○ず［ずの①（〔》白○ｍのロ三○円□のロ〔Ｃの、の一四局ロ・く」の『急の『【一冑の９のＰ扁冨の〔のロのの二日の曾巨‐

ロ】のロ〔ロ己声の『・の①ロ、】の【のＨ》の①ロの、ロの①己印は日曰のＨロ】四Ｐい臣一一のロぐ。。『四一のロ。、（Ｃ［ロロ。①【のすの己四一ヨ、富の『ぐの『す一一］ぐのロ・□の
、
、

ぐ
一
の
『
一
四
貝
⑩
［
ぬ
の
口
○
の
ロ
己
の
ロ
ぐ
の
円
の
厨
回
口
阻
①
の
ロ
国
○
一
一
口
ロ
。
⑩
◎
ず
．

ラ
イ
デ
ン
ー
六
月
十
三
日
．

（
１
）

ｌ
日
本
の
霊
士
官
の
う
ち
三
名
は
、
本
日
ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ー
ァ
ル
フ
ォ
「
ル
ト
に
案
内
さ
れ
て
ハ
ー
グ
に
向
け
て
出
発
し
た
．

ハーグでは一時借りておいてあった家に住むことになる。また日本海軍派遣隊に加えられた一一名の医裳笠も一緒に出
発
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
台
は
直
き
に
ラ
イ
デ
ン
に
戻
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
の
政
府
の
要
請
に
応
じ
、
ま
た
ラ
ィ
デ
ン

で
学
ぶ
の
が
か
れ
ら
自
身
の
願
い
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）

｜
年
前
に
日
本
の
腱
鰔
が
儀
礼
訪
問
し
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
法
律
を
学
漂
一
一
名
の
学
生
は
、
い
つ
ま
で
釘
ｂ
当
地
に
住
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

一方、日本派遣隊の指揮官が望んでいることは、水夫長と水夫各一名を当地のすばらしい航海裳榔に入れることであ
る
・
指
揮
官
は
昨
日
こ
の
学
校
を
訪
れ
た
。
二
名
の
水
夫
は
け
さ
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
四
人
の
職
人
、
す
な
わ
ち
、
機
械
製
作
者
、
鋳

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

七
七



（
】
、
の
津
【
⑬
ｅ

肉
○
円
目
因
宛
ロ
シ
ニ
弩
呂
】
昌
一
）
・

マ
マ

Ｉ
Ｃ
：
爵
凰
：
…
旨
…
・
…
宍
…
陰
一
『
…
…
．
。
。
『
・
田
…
馬
…
一
・
…
一
…
…
向

シ
｝
ぬ
の
『
ご
①
の
。
四
四
コ
□
の
一
ｍ
亘
画
ロ

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
瀞
末
維
新
史
料

晩年のポンペ（錐者収蔵）

七
八

物
師
、
鍛
治
屋
、
船
大
工
ら
は
別
命
あ
る
ま
で
ラ
イ
デ
ン
に
滞
在

す
る
予
定
で
あ
る
。
後
者
の
四
名
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
少
し
も
解

さ
な
い
。

注

『
ラ
ィ
デ
ン
新
聞
』
（
一
八
六
三
年
六
月
十
五
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
ホ
フ
マ
ン
と
同
じ
く
日
本
人
世
話
役
の
一
人
。
当
時
、
ハ
ー
グ

在
住
。

（
２
）
林
と
伊
東
の
こ
と
。

（
３
）
文
久
の
遣
欧
使
節
（
竹
内
下
野
守
一
行
）
の
こ
と
。

（
４
）
津
田
と
西
の
こ
と
。

（
５
）
山
下
と
古
川
が
学
ん
だ
所
。
当
時
の
建
物
の
一
部
が
現
存
す

る
。



ｆ
…

。
■
Ⅱ
』

竃
Ｉ

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

緩
鎚

iii

若き日の榎本釜次郎榎本の署名

Ｓ
の
ロ
の
庁
晉
ワ
の
８
，
頁
の
口
営
の
□
の
Ｐ
ぐ
円
晒
の
：
こ
ぐ
■
ロ
ロ
の
。
■
⑦
の
【

四
四
円
こ
の
、
》
Ｃ
廟
】
Ｑ
の
Ｈ
曰
囚
、
亘
昌
⑭
［
ロ
］
□
の
ｚ
の
□
の
『
一
四
口
○
の
、
す
の
日
日
旨
の
一

□
の
註
ワ
『
一
の
六
ぐ
山
口
⑫
〔
○
○
日
の
ご
山
口
ロ
円
の
言
の
『
頁
已
、
①
己
ぐ
口
二
号

Ｚ
の
。
①
【
一
四
口
□
の
、
声
の
の
ｓ
ｏ
ヨ
ケ
。
。
［
１
日
回
貝
の
ロ
ゴ
四
つ
ロ
ー
］
［
の
句
の
］
の
ロ
。
。
『
ｑ
叩

。
］
の
庁
９
①
ロ
〕
の
①
の
［
の
ワ
の
盲
二
ｍ
ｍ
【
の
一
一
一
□
ぬ
ロ
、
ロ
】
①
ご
ロ
の
］
四
℃
四
口
ロ
の
舜
の
》
昌
一
の
⑪

［
。
【
』
ロ
・
の
。
］
〕
口
⑪
（
の
ウ
回
Ｎ
Ｃ
ｐ
Ｑ
の
『
声
の
」
具
一
己
○
○
ｍ
ｍ
ロ
⑪
。
臣
。
■
諄
「
マ
ニ
ヨ
四
四
ｎ
ヶ
一
一

駒
一
一
ヶ
一
』
）
【
の
口
晦
画
く
の
。
ぐ
四
口
す
。
◎
ぬ
の
尹
雨
〔
の
ロ
の
、
ゴ
四
つ
己
の
一
」
］
丙
の
穴
の
ロ
ロ
ー
⑪
》

○
○
穴
旨
ゴ
の
〔
ぐ
ｍ
汚
く
四
口
三
の
『
貢
巳
、
宍
巨
。
□
の
富
▽
の
瞳
芹
［
の
ロ
・
Ｚ
四
・
の
。

四
の
①
『
く
、
ロ
○
○
『
９
斤
》
Ｓ
『
の
貝
の
巨
『
□
の
『
ぬ
の
ｐ
Ｃ
の
ロ
］
。
①
白
口
呉
⑪
Ｃ
ロ
四
℃
ご
一
〕
。

】
ゴ
ミ
】
の
ロ
の
ｍ
の
Ｎ
の
｜
の
ｇ
ｇ
ｇ
の
旨
す
『
】
①
丙
葛
の
ａ
す
の
凰
唄
侭
具
ロ
ロ
ロ
ロ
の

の
『
丙
の
口
［
の
一
一
一
丙
豈
の
】
□
ぐ
。
。
『
。
の
、
の
噸
の
く
の
ロ
】
ロ
一
一
、
ゴ
ロ
□
ぬ
の
ロ
の
ロ
く
口
の
８

口
□
の
Ｃ
ゴ
ロ
ロ
ロ
の
一
一
］
穴
の
○
員
ぐ
ｍ
ｐ
ｍ
の
［
［
の
声
の
ウ
ワ
の
ロ
ヮ
の
白
侭
旦
く
の
瓜
『
。
‐

六
戸
目
島
○
の
⑪
ロ
目
】
】
且
口
、
の
○
目
の
宮
①
の
百
い
ぷ
ロ
『
の
ぎ
日
の
円
目
四
『
祓

四
、
随
の
（
ｚ
・
”
．
、
。
）

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
ー
七
月
二
十
八
日
．

海
軍
士
官
榎
本
釜
次
郎
と
医
師
で
あ
る
林
研
海
は
、
両
人
と
も
日
本

七
九



」
戸
冨
印
目
因
宛
ロ
ン
ン
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ｐ
ｇ
の
［
Ｑ
四
ｍ
ｍ
し
口
、
ロ
切
目
の
・

鈩
自
冨
冒
の
目
の
け
。
〔
の
一
旦
ロ
瞳
⑩
〔
の
忌
口
色
狩
の
、
国
ロ
ワ
ど
の
の
］
眉
目
ロ
の
菌
の
Ｐ
島
の
⑦
の
昌
碩
の
『
づ
の
『
冒
図
『
＆
響
且
の
ロ
回
一
言
の
【

彦
の
ｇ
の
ロ
ワ
の
凶
。
ｎ
頁
の
ロ
目
彦
の
【
曰
】
＆
四
ｍ
日
：
二
□
ぬ
の
ロ
。
①
目
。
す
。
〔
の
一
戸
の
ぎ
の
ｇ
の
ゴ
砲
の
す
『
巳
頁
》
日
の
芹
こ
の
口
の
ヨ
く
：
一
版
ロ
『
の

ニ
ョ
の
ロ
の
吋
ぐ
の
門
［
Ｈ
Ｃ
丙
弄
の
ロ
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
○

政
府
に
仕
え
て
い
る
の
だ
が
、
本
日
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
機
関
将
校
ハ
ル
デ
ス
氏
に
伴
わ
れ
て
、
フ
ェ
イ
ェ
ノ
ー
ル
卜
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ

汽
船
会
社
の
蒸
気
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
機
械
を
作
っ
て
い
る
工
場
を
訪
れ
た
。
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
最
大
の
関
心
を
も
っ
て
、
最
も
小

さ
な
事
柄
に
至
る
ま
で
、
一
切
を
見
て
廻
っ
た
。
こ
の
視
察
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
は
機
械
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
高
度
の
知
識
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。
上
述
の
会
“
秤
社
長
フ
ゥ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
。
オ
ー
ル
ト
氏
の
集
い
に
臨
み
、
あ
た
え
ら
れ
た
情
報
や

友
惰
に
満
ち
た
歓
迎
に
対
し
て
感
謝
を
の
べ
た
の
ち
、
か
れ
ら
は
午
後
一
一
一
時
半
ご
ろ
再
び
ハ
ー
グ
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
七
月
三
十
日
付
）
の
記
醐
。

シ
一
ｍ
の
曰
の
①
ロ
題
画
ロ
ロ
の
一
の
匡
四
。

（
屋
＄
・
Ｐ
。



ア
ム
ス
ー
ア
ル
ダ
ム
ー
八
月
六
風
｛
木
噸
且

昨
日
、
同
ホ
テ
ル
〈
注
・
「
ド
ー
レ
ン
・
ホ
テ
ル
」
）
に
二
人
の
日
本
人
が
立
ち
寄
っ
た
。
か
れ
ら
は
当
地
の
名
所
を
何
箇
所
か
訪
れ
、
上

述
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
と
っ
た
の
ち
、
四
時
半
の
汽
車
で
再
び
去
っ
て
行
っ
た
。

１１出『凶］。Ｓｍロ⑫Ｎのぐのロ］四つ四口口の『の亘の『ぬの彦巳⑪ぐ①⑩戸。四日の｜】］丙刷の⑪いの①‐○廟一，一の『の。》三四四『Ｃ二・の『９の六○日ロ】四口９ｍ‐

■〔己目邑【の砲口９の『叩の⑦ご頤のロの①の穴ｐｐｑ】ぬの。Ｎ】］茸Ｃ口この□且。ゴロ■ロ。胆ロ］（⑪一口］庁のご』すのい］ぬ汽口の〔ずの【四⑥ご］。⑦Ｈ２〕く回国【口一のｐご

画一⑩。。丙ロ】の【（ロの○円①［一⑪、き⑦。①（のローロ、のロ｝二・⑦頃の①ぐ四四円【穴ロロロの。Ｆ四戸の『騒巨一一の。①①ロ一ｍの口賦一ら声ロ〕の［』の『三。。ｐくの⑰〔】順の。

（のぐ一一⑰⑪旨、の。①ご」の四口□のＨのロ四四ロゴの【ｚ一の巨乏のＣ】の己・ロの六○目〕日ロロロ四口【す三戸旨・の『①、一・の。〔一の三○口のＰシ］ＱｍＣく？

『］ぬの。〕のこの○口一回ロ、印画色ロ、の六○爲口のロ］四つ四口ロの『の葛○コのご［のＦの邑・のロ①ロ副ロ一一の。悶一Ｃきい①ロの①一四鯉口□の一口・色叩【『一のゴー］」の。・

塵
巨
曰
く
の
『
ず
一
二
，
三
の
円
（
の
一
■
ロ
』
の
】
⑫
ケ
の
ロ
ロ
ロ
一
○
○
℃
く
】
の
Ｈ
〕
胃
の
ロ
。

（
１
）

目
下
七
名
の
日
本
人
が
当
地
に
下
宿
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
医
師
一
名
と
六
名
の
海
軍
士
官
で
、
そ
の
巾
‐
に
は
指
揮
官
が
い
る
。
か
れ

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
一

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ド
』
（
一
八
六
三
年
八
月
七
日
付
）
の
記
事
。

『
ん
巨
旦
⑪
。
ｐ
の
、
○
口
『
回
国
〔

（
］
、
⑦
』
。
、
。
］
国
）



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
二

（
２
）

ら
は
航
海
術
の
理
論
的
訓
練
と
同
じ
く
、
い
ま
だ
に
二
目
葉
を
学
ぶ
の
に
忙
し
い
。
い
ず
れ
何
人
か
は
フ
リ
シ
ゲ
ン
に
住
み
、
他
の
者
は
二

（
３
）

ユ
ー
ゥ
ェ
・
デ
ィ
ー
プ
に
住
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
指
揮
官
は
ず
っ
と
ハ
ー
グ
で
暮
ら
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
最
近
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し

た
日
本
人
は
ラ
ィ
デ
ン
に
住
ん
で
、
産
業
に
全
力
を
傾
む
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
す
る
の
は
四
年
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

注

『
ラ
ィ
デ
ン
新
聞
』
（
’
八
六
三
年
八
月
十
二
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
内
田
恒
次
郎
二
八
四
二
～
七
六
）
の
こ
と
。
維
新
後
、
正
雄
と
名
を
改
め
、
学
校
取
綱
御
用
掛
り
、
大
学
中
博
士
と
な
る
。

ち
な
み
に
内
田
の
名
刺
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
内
田
以
外
の
海
軍
留
学
生
の
写
真
や
名
刺
は
、
か
な
り
沢
山
オ
ラ
ン
ダ
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、

内
田
自
身
の
「
名
刺
」
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
未
だ
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
年
夏
、
来
日
オ
ラ
ン
ダ
人
（
商
館
長
）
の
調
査

取
材
に
渡
閲
し
た
折
、
図
ら
ず
も
原
物
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
勝
山
光
郎
氏
よ
り
下
宿
に
電
話
が
入
っ
た
。

「
内
田
の
名
刺
と
文
久
遺
外
使
節
（
竹
内
下
野
守
一
行
）
の
写
真
を
所
持
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
が
ハ
ー
グ
に
住
ん
で
い
る
が
、
会
っ
て
み
ま
せ
ん

筆
者
は
か
ね
て
内
田
の
新
史
料
の
発
堀
を
心
が
け
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
一
一
ユ
ー
ス
に
歓
喜
し
た
。
そ
し
て
残
り
少
な
い
夏
も
過
ぎ
、

そ
ろ
そ
ろ
枯
葉
も
見
ら
れ
る
八
月
末
に
勝
山
氏
の
車
で
ハ
ー
グ
へ
向
っ
た
。

午
後
二
時
す
ぎ
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
約
束
し
て
お
い
た
と
お
り
、
ド
ル
イ
フ
ェ
ン
ス
ト
ラ
ー
ト
の
リ
ン
ク
氏
宅
を
訪
ね
た
。
リ
ン
ク
氏
に
よ

る
と
、
近
頃
あ
ま
り
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
静
か
に
森
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
氏
は
、
現
在
八
十
九
歳
に
な
る
が
、
ま
だ
耳
も
ロ
も
達
者
で
あ
っ
た
。

ら
れ
た
。

し
」
い
Ｐ
ワ
。

持
主
は
Ｐ
．
Ｃ
・
リ
ン
ク
（
田
口
。
【
）
と
い
う
名
の
老
人
だ
が
、
老
衰
が
進
ん
で
い
る
の
で
元
気
な
う
ち
に
会
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
、
と
勧
め

か
う
。
」



熟
…
：
趣
鷲
蕊
籔
蕊

議
鱗
鱒
鍵
■
｜
口
々
■
い
□
■

淘
騨
憧
口
率
命
１

慰
撫
鮮
聯
■
蜘
鰔
：
■
ヨ
鰊
・
口
：

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
（
蔀

蕪
魂
．
．
．
Ⅲ

》感》翻齪奄鯰藪諌峰笛浪．

内田恒次郎

内田恒次郎の名刺

（筆者収蔵）

け
れ
ど
何
と
な
く
さ
え
ぬ
音
色
か
ら
、
健
康
の
方
が
は
か
ば
か
し
く
な
い

印
象
を
受
け
た
。

リ
ン
ク
氏
は
一
八
九
九
年
五
月
十
八
日
、
ハ
ー
グ
に
生
ま
れ
、
長
じ
て

国
家
警
察
官
と
な
り
、
二
十
九
年
間
勤
務
し
、
瞥
視
を
最
後
に
引
退
し
、

恩
給
生
活
に
入
っ
た
。
氏
の
祖
父
は
フ
リ
ー
ト
ゥ
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
リ
ン
ク
（
句
１
且
１
２
三
旨
の
一
日
国
ご
ｎ
斤
】
、
］
『
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
と
い
う
ド

イ
ツ
人
で
、
一
八
一
七
年
に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
四
ｍ
目
：
声
（
東
ド
イ
ツ
南
西

部
の
町
）
で
生
ま
れ
、
一
八
二
三
年
に
ハ
ー
グ
に
や
っ
て
来
て
、
オ
ラ
ン

ダ
女
性
と
結
婚
し
、
一
九
○
二
年
同
地
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
職
業
は

ヤ
ル
パ
▲

写
真
帳
の
製
造
業
で
あ
っ
た
。
リ
ン
ク
氏
が
家
に
伝
わ
る
話
と
し
て
記
憶

し
て
い
る
の
は
、
日
本
人
が
三
度
、
祖
父
Ｆ
・
Ｗ
・
リ
ン
ク
が
一
八
六
○

年
代
当
時
住
ん
で
い
た
、
ハ
ー
グ
市
ス
ハ
ウ
プ
ル
フ
（
い
、
夛
・
巨
尋
目
品
）

二
番
地
の
家
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
初
の
訪
問
客
は
、
文
久
使
節
の
随
員
五
、
六
名
で
あ
り
、
お
土
産
に

『
図
像
山
海
経
詳
註
』
（
文
堂
蔵
板
）
と
あ
る
漢
籍
を
一
冊
と
、

領
Ｉ
ト
レ
ー
円
・

人
物
写
真
八
枚
ほ
ど
置
い
て
行
っ
た
と
い
う
。
訪
問
者
の
中
に
は
医
師
松

木
弘
庵
（
一
八
三
四
’
九
三
）
そ
の
他
の
面
々
（
名
前
不
詳
）
が
い
た
。

二
回
目
、
三
回
目
の
日
本
人
訪
問
者
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の

中
に
内
田
恒
次
郎
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
リ
ン
ク
氏
に
よ
る
と
、

日
本
人
が
や
っ
て
来
た
の
は
、
製
本
や
装
丁
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
内
田
と
製
本
（
綴
じ
方
）
と
は
結
び
つ
か
な
い
が
、
か
れ
は

在
蘭
中
、
欧
州
各
地
の
写
真
や
風
俗
・
風
景
画
を
た
く
さ
ん
蒐
集
し
た
と

八
＝
￣



い
う
か
ら
、
あ
ブ

リ
ン
ク
氏
は
、

た
。

（
２
）

（
３
） と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

っ
か
の
ま
の
訪
問
で
は
あ
っ
た
が
、
リ
ン
ク
氏
か
ら
賀
璽
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
上
、
珍
し
い
内
田
の
名
刺
ま
で
恵
与
さ
れ
て
、
こ
ん
な
に

に
し
ぴ

う
れ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
丁
寧
に
お
礼
を
書
回
っ
て
戸
外
に
出
た
が
、
街
中
、
西
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
い
く
分
か
箸
か
つ

名
刺
は
縦
八
セ
ン
チ
、
横
四
セ
ン
チ
二
ミ
リ
の
大
き
さ
で
あ
り
、
表
に
は
「
諾
取
締
役
内
田
恒
次
郎
」
（
墨
書
）
と
あ
り
、
そ
の
左
側
に
オ

ラ
ン
ダ
語
で
、

「
文
久
使
節
随
員
の
写
真
と
漢
響
は
家
宝
で
あ
る
か
ら
識
れ
な
い
が
、
内
田
の
名
刺
な
ら
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
好
意
を
示
し
て
く
れ

オ
ラ
ン
ダ
南
西
部
－
－
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
西
二
百
十
七
キ
ロ
。
側
陽
丸
が
日
本
に
向
け
て
出
帆
し
た
所
。

オ
ラ
ン
ダ
北
西
部
、
オ
ラ
ン
ダ
の
海
軍
基
地
が
あ
る
。
伊
東
と
林
が
学
ん
だ
「
海
軍
病
院
」
が
あ
っ
た
。

た
｡ オ

ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
四

あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
製
本
す
る
た
め
に
リ
ン
ク
氏
の
祖
父
宅
を
訪
ね
、
そ
の
際
に
禍
刺
を
極
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
凰
切
胃
冒
国
辱
：
雷
③
昼
圏
さ
Ｐ

（
ご
量
営
口
苫
ロ
ロ
詮
『
巨
白
乾
岑
ａ
、
口
ご
白
鷺
切
伺
》
③
昼
凰
目
ｎ
号
①
首
③
鴬
へ
０

（
〃
在
蘭
日
本
派
泄
隊
の
指
揮
官
川
ほ
ど
の
意
）



ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
九
月
十
六
日

当
地
ウ
ィ
リ
ヘ
ン
ボ
ス
の
Ｃ
・
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
氏
の
新
し
い
隣
接
し
た
造
船
所
に
お
い
て
、
上
述
の
造
船
業
者
が
請
負
っ

た
日
本
政
府
に
用
い
ら
れ
る
軍
艦
に
竜
骨
が
す
え
ら
れ
た
。

ｏ
○
両
ロ
幻
向
Ｃ
困
弓
）
］
⑦
い
の
頁
・
西
の
」
の
ゴ
ミ
の
『
。
。
ロ
。
の
日
の
■
ゴ
ロ
■
口
頗
の
」
の
腹
」
弓
の
Ｈ
【
ぐ
■
ゴ
ロ
の
画
の
①
忌
二
Ｃ
・
の
一
つ
⑩
の
ｐ
Ｎ
Ｃ
ｐ
の
Ｐ
Ｂ

声の庁二二』一］】ぬ⑦■すＣの●ず■一彦一○円》９の歸曰の一ｍの｝の碩・ぐ四口｜】の佇・。○局胸のご胃の一・のの。ｐののど⑰す◎Ｐヨロ］の①叩庁の局⑩、、ご殖の■Ｃ弓】のロＣｏＨ－Ｃ０

ｍ
⑩
、
声
一
つ
（
の
ロ
。
－
の
ロ
⑩
（
の
ぐ
口
ｐ
ｐ
ｍ
［
］
四
つ
、
ロ
の
、
宮
の
岨
Ｃ
こ
く
⑦
円
已
の
ロ
】
①
回
［
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
九
月
十
八
日
付
）
の
記
事
。

ｚ
閂
向
□
ご
く
固
□
胄
向
で
》
、
。
Ｒ
・
ぐ
。
｝
ぬ
の
ご
ｍ
ｐ
ｍ
Ｑ
の
【
ワ
の
『
一
ｍ
（
】
の
国
Ｈ
・
富
め
・
の
Ｂ
Ｃ
ｐ
】
‐
岸
⑦
順
貰
国
の
①
一
口
ロ
ロ
ロ
四
口
門
ご
｝
】
の
⑪
旨
晒
の
ご
く
の
】

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
五

シ
｝
ぬ
①
日
①
の
ゴ
四
四
■
。
＆
⑩
亘
四
□

少
｝
ぬ
の
白
の
の
ロ
津
回
ご
□
①
一
ｍ
ご
莅
旦

（
］
唾
の
四
・
℃
。
」
、
）

（
］
函
⑤
四
・
】
◎
。
⑪
）

『
の
『
（
円
。
【
丙
の
ロ



く
ｐ
ｍ
の
三
の
同
ｚ
》
］
『
。
、
庁
ｌ
－
Ｌ
く
口
口
胃
（
ぐ
の
『
［
『
の
宍
ぐ
ゅ
ご
Ｎ
『
・
言
⑪
・
陣
の
、
９
日
の
〔
⑫
（
○
○
曰
く
の
日
］
○
ぬ
の
。
■
の
①
一
四
口
□
》
［
。
〔
ロ
巴
の
ロ

【
Ｃ
の
ロ
ｏ
ｍ
ｐ
－
の
【
の
口
皀
の
斤
圃
の
【
の
『
ず
の
一
』
（
の
ヨ
］
の
一
□
の
ロ
。

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
・
デ
ィ
ー
プ
十
月
八
日

さ
ら
に
く
わ
し
い
情
報
に
よ
る
と
、
蒸
気
艦
ゼ
ー
ラ
ン
ト
号
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
臣
の
訪
問
を
受
け
る
た
め
に
フ
リ
シ
ゲ
ン
に
向
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
の
海
軍
大
臣
は
、
そ
の
訪
問
に
付
き
添
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ゼ
ー
ラ
ン
ト
号
は
喜
望
峰
に

向
う
予
定
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
六

。
Ｂ
・
§
『
の
①
ロ
ワ
の
Ｎ
Ｃ
の
天
〔
の
。
ご
ゴ
ロ
□
ぬ
の
ご
く
回
ロ
①
の
ロ
。
⑦
『
国
の
－
ぬ
］
⑪
。
声
の
三
ヨ
ー
⑩
【
⑦
円
の
“
Ｃ
Ｏ
丙
○
口
い
の
星
［
』
日
切
房
『
ぐ
旬
。
三
胃
冒
の
隠
二
亘
］
：
［

ケ
の
貝
）
の
【
【
め
い
の
ゴ
ミ
。
。
『
＆
、
島
貝
：
日
ロ
■
ぐ
の
耳
Ｈ
の
再
旦
の
吋
の
⑦
一
四
口
。
。
：
『
○
の
【
目
で
骨
の
Ｃ
の
Ｑ
の
函
◎
○
℃
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
十
月
九
日
付
）
の
記
事
。
な
お
、
ゼ
ー
ラ
ン
ト
号
に
は
、
古
川
・
山
下
ら
が
乗
り
訓
練

を
う
け
た
。

シ
一
ｍ
の
曰
の
①
。
四
ｍ
ロ
ロ
の
一
⑪
匡
四
□

（
］
頭
①
四
・
｝
Ｐ
］
巴



フ
リ
シ
ゲ
ン
十
月
十
七
日

蒸
気
艦
ゼ
ー
ラ
ン
ト
号
の
出
港
は
、
本
日
に
至
る
も
ま
だ
確
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ｚ『向〔ごく固□胃因宅・『。。【Ｎ『・富⑩・のｓｏ員〕芽の、囚（ロの①一色ロ・】⑫汀の。①ロロ］己□国、。。ｐ・の『ずの［一○の⑪のロユの『、のご『巳六の一一］六の

⑪
四
一
員
の
○
ヶ
。
【
の
Ｐ
ぐ
画
口
亘
閂
ロ
四
四
円
ご
一
】
ｍ
の
旨
い
の
ロ
、
の
⑪
［
。
Ｃ
曰
・
の
ロ
日
一
色
一
・
口
口
『
。
。
。
『
９
の
ロ
ョ
一
己
⑪
［
の
『
ぐ
四
ロ
ョ
ロ
『
旨
⑦
三
○
ａ
の
□
ぬ
の
－
，

口
の
己
の
ｎ
房
の
Ｈ
ｇ

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
・
デ
ィ
ー
プ
十
月
七
日

蒸
気
艦
ゼ
ー
ラ
ン
ト
号
は
今
日
の
午
後
、
慣
例
と
な
っ
て
い
る
祝
砲
を
発
し
、
当
地
よ
り
フ
リ
シ
ゲ
ン
に
向
っ
て
航
進
し
た
。
同
艦

は
フ
リ
シ
ゲ
ン
に
お
い
て
海
軍
大
臣
の
査
閲
を
受
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
十
月
十
九
日
付
）
の
記
事
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
三
年
十
月
？
）
の
記
事
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

」
シ
」
ぬ
①
ロ
】
の
⑩
口
困
四
口
こ
の
一
⑩
匡
四
。

八
七

（
痔
、
③
い
・
痔
○
・
勺
）



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

八
八

Ｆ
○
ｍ
の
、
の
ロ
ｏ
色
。
①
ｐ
Ｃ
Ｃ
ｐ
９
の
ａ
口
、
ｇ
○
日
●
す
①
『
］
盟
璋
〔
：
．
…
〕

｛
ご
ｇ
の
⑪
の
Ｆ
Ｃ
ｍ
の
一
ｍ
ｇ
ご
Ｌ
の
①
『
｝
ご
ぬ
ぐ
・
旨
・
息
ロ
、
の
ご
Ｃ
白
の
ロ
ｚ
－
ｍ
－
ｍ
－
ｏ
ｐ
⑪
巨
汽
の

胆
の
ワ
。
『
の
ロ
［
①
『
ロ
ミ
ロ
ロ
。
白
］
ロ
ロ
ロ
ニ
Ｃ
巨
二
学
、
一
ｍ
『
の
ｐ
ｑ
Ｑ
の
巨
丙
三
○
口
①
ロ
・
の

駒
［
の
Ｐ
の
こ
の
Ｐ
ぐ
四
口
丘
①
８
ｍ
ロ
］
口
己
ロ
ロ
⑫
、
丘
。
｛
｛
－
９
の
『
）
ず
の
［
三
の
一
天
〔
…
…
〕

繩冨。号の⑦百ごご、〔……〕
筆
鴎
くｊ物建

ｚ
一
巴
の
旨
⑦
印
○
の
尿
の

央中
西
周
助

く宿下の
一
八
六
四
年
十
月
二
十
日
木
曜
日

目率
支
部
〈
室
員
集
会
所
に
入
会
。
当
支
部
に
、
日
本
の
津
和
野
で
生
ま
れ
た
西
周
助

の
を
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
リ
の
会
員
と
し
て
入
会
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
鎚
蜂
跡
三

ｂ
ｊ

鉱
凋
十
五
歳
、
ラ
イ
デ
ン
に
一
時
滞
在
。
職
業
は
日
本
の
士
官
・
署
名
に
よ
り
・
・
…
・

助周西Ｆ○ｍの、のゴｏｐ９の。□。ご□のａ口頭］『ＺＣく・］、④←〔・…．．〕
マ
守

百
。
の
Ｎ
の
Ｐ
Ｃ
岨
①
ｕ
日
【
。
【
Ｆ
の
①
［
一
目
、
く
．
二
・
回
目
媚
目
。
白
の
ロ
曰
⑩
（
）
且
口
の
冒
己
【
叩
】
の

『
。
Ｐ
、
⑦
ケ
。
【
の
ロ
【
の
『
。
ご
四
目
四
【
の
］
：
四
口



○
二
」
型
、
〕
、
『
の
ロ
ミ
。
□
①
ロ
ロ
の
【
竜
。
①
一
巨
云
［
の
Ｆ
巴
Ｑ
①
ロ

ぐ
冒
す
の
８
の
ロ
胃
已
目
、
ｇ
ｏ
蔑
凰
の
円
。

向
・
皀
巨
目
。
Ｒ

扉
旦
垣
甸
の
す
風
］
⑫
③
、

鈩
摩
慰
小
３
１
州
！
；
灘
ｒ
ｉ
ｌ
ｉ
’
１
ｒ
や
ご
ｊ
Ｙ

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

い
の
①
一
四
回
。

■
。
①
句
の
す
『
・
］
函
①
⑰

魚

!》目
４
日
ア
ー
ユ
ａ

ソンリの会員となった時の記録津田がブリ メ

ロ
］
の
□
ぬ
の
い
の
』
ｍ
ｚ
Ｃ
ぐ
・
］
忠
①
目
の
●
ぬ
の
侭
の
□
①
ｚ
ｏ
ぐ
・

］
ｍ
ｍ
ｍ

ｐ
】
①
の
⑪
【
の
Ｈ
」
一
句
①
す
『
・
】
図
の
『

一
八
六
四
年
十
一
月
十
七
日
木
嘘
日

支
部
会
員
集
会
所
に
入
会
。
当
支
部
に
、
日
本
の
津
山

で
生
ま
れ
た
津
田
真
一
郎
を
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
リ
の
会
員

と
し
て
入
会
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
年
齢
三
十
五
歳
。

ラ
イ
デ
ン
に
一
時
滞
在
。
職
業
は
日
本
の
士
官
。

〔
・
・
…
・
〕
内
は
判
読
不
能
。

弓
⑪
。
①
Ｑ
口
⑫
旨
〔
…
…
〕

津
田
真
一
郎

八
九



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

津田真一郎（真道）の写真と署名（三崎ユキ氏提供）

九
○

注

昭
和
六
十
年
の
幕
、
蕊
者
は
未
知
の
オ
ラ
ン
ダ
人
よ
り
一
通
の
手
紙
を
受
け

取
っ
た
。
文
面
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
署
名
が
あ
る
古
い
記
録
を
発
見
し
た
と

い
う
。
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
リ
の
ラ
イ
デ
ン
支
部
「
ラ
・
ヴ
ェ
ル
テ
ュ
ー
」
の
記

録
保
管
人
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
フ
ゥ
ー
ト
ハ
ル
ス
と
い
う
の
が
手
紙
を
く
れ
た
人
で

あ
る
。
書
簡
に
は
、

「
私
は
ラ
イ
デ
ン
市
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
リ
の
支
部
〃
ラ
・
ヴ
ェ
ル
テ
ュ

１
〃
に
勤
務
す
る
記
録
係
で
す
が
、
数
カ
月
前
、
同
支
部
の
十
九
世
紀
の
記
録

を
調
べ
て
い
た
と
き
、
「
規
約
簿
」
の
記
載
事
項
に
何
気
な
く
注
意
を
引
か
れ
、

驚
い
た
次
第
で
す
。
「
規
約
簿
」
に
は
、
一
七
五
七
年
以
来
、
わ
が
支
部
に
入

会
を
許
さ
れ
た
新
会
員
す
べ
て
の
名
前
と
署
名
が
記
戦
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
ペ
ー
ジ
の
一
枚
に
、
二
人
の
日
本
人
の
名
と
署
名
を
見
つ
け
た
わ
け
で
す
。

（
そ
の
記
載
が
あ
る
コ
ピ
ー
を
同
封
い
た
し
ま
す
）
。
当
該
の
日
本
人
は
、
き
っ

と
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ダ
・
シ
ン
イ
チ
ロ
ウ
と
一
一

シ
・
シ
ュ
ン
ス
ヶ
で
す
」

と
あ
っ
た
。

フ
ゥ
ー
ト
ハ
ル
ス
氏
に
よ
れ
ば
、
津
田
と
西
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ラ
イ
デ

ン
支
部
と
接
触
し
た
も
の
か
分
ら
ぬ
と
い
う
。
同
氏
は
、
当
時
も
今
も
、
会
員

に
な
る
に
は
、
会
員
の
紹
介
が
絶
対
必
要
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
間
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
ら

し
い
。
ラ
ィ
デ
ン
に
お
け
る
津
田
と
西
の
留
学
生
活
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
何

か
響
く
機
会
も
あ
ろ
う
か
と
思
う



□
日
。
『
①
Ｃ
■
〔
》
］
ｃ
ｚ
Ｃ
く
・
シ
ロ
ロ
ケ
の
（
」
。
。
『
曰
⑪
⑪
、
可
の
。
六
○
日
の
【
』
の
Ｈ
ｚ
の
』
の
『
一
四
口
□
⑪
、
ゴ
①
津
ロ
ロ
・
の
｜
‐
曰
四
日
い
、
ｐ
四
つ
口
］
ぐ
。
。
『
□
の
］
臼
己
囚
‐

ロ
の
ロ
ゴ
の
『
の
、
の
『
旨
い
豆
］
こ
の
ｎ
．
○
Ｓ
ｍ
の
ロ
田
。
ｐ
の
ロ
四
一
ヶ
扁
円
一
ロ
ロ
ロ
ロ
ケ
。
Ｅ
三
国
一
ご
□
①
⑩
、
宮
ロ
ゴ
の
【
□
房
の
９
の
ｐ
ご
［
の
砲
の
■
三
○
○
『
島
ぬ
げ
の
己

ぐ
ロ
ロ
。
⑦
ゴ
の
①
【
の
ロ
で
『
の
⑩
一
。
、
ロ
〔
の
ロ
の
⑦
ゴ
ロ
の
『
Ｑ
－
Ｈ
の
。
【
の
Ｐ
『
の
曰
く
回
ご
□
の
暗
の
門
口
色
四
片
⑪
●
ず
四
つ
己
】
］
》
ぐ
四
口
・
の
二
声
の
①
『
丙
。
引
己
。
］
四
ロ
ロ
ロ
ロ
｛
の
ロ
の
①
ご
】
１

ｍ
の
彦
の
ｑ
の
ロ
ぐ
■
ロ
ゴ
の
【
［
の
一
四
口
・
の
侭
旨
ゲ
ワ
の
く
｝
ロ
』
。
■
。
①
］
四
℃
回
口
の
ｎ
戸
の
□
の
［
囚
、
け
の
閂
ロ
⑦
ロ
【
の
ロ
く
ロ
ゴ
の
①
ロ
一
ｍ
⑦
ロ
の
ロ
ロ
ロ
門
口
、
の
、
の
く
①
ご
く
Ｐ
ロ

穴
昌
Ｉ
Ｋ
Ｃ
ｏ
ｌ
巨
口
『
・
旨
彦
の
［
西
○
一
一
四
百
□
の
、
げ
す
の
［
の
六
①
ロ
の
コ
ユ
ご
○
。
『
一
門
ロ
庁
①
『
．

シ
一
ｍ
の
日
の
⑦
ロ
題
画
■
・
の
一
⑩
ご
口
９

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ヒップス兄弟

(アムステルダムの海事博物館蔵）

ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
十
一
月
十
九
日
。

日
本
政
府
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
を
通
じ
て
当
地
の
Ｃ
・
ヒ

ッ
プ
ス
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
氏
の
造
船
所
で
建
造
中
の
艦
に
、
本
日
、

オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
社
長
お
よ
び
重
役
、
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
の
日
本

派
遣
隊
の
団
長
お
よ
び
隊
員
ら
の
出
席
を
あ
お
ぎ
、
そ
の
艦
の
建
造
と

関
係
が
あ
る
何
人
か
の
人
占
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
く
。
。
『
一
一
、
耳
の
『
を
意

味
す
る
〃
開
陽
丸
〃
と
い
う
名
を
与
え
た
。

（
｝
、
①
一
・
］
］
・
山
国
）

九
一



マ
マ

富
の
［
□
の
Ｎ
の
ロ
ゴ
の
ウ
涛
旦
の
①
の
『
ご
同
旦
巳
斤
９
の
ロ
○
○
＆
、
の
ロ
》
ワ
『
ず
の
［
ぬ
の
｝
①
頤
の
己
彦
の
こ
ぐ
四
ロ
ゴ
の
（
、
①
の
⑪
［
頭
の
ぐ
の
。
§
ロ
ゴ
の
【
く
○
一
丙
喜
昌
の

○
つ
ｑ
の
デ
ー
「
の
『
【
ぐ
四
口
・
の
声
の
①
『
の
ロ
の
一
℃
⑩
す
］
ロ
の
［
ぐ
Ｃ
Ｏ
円
○
．
㈱
①
『
の
、
の
Ｈ
Ｂ
ｍ
』
ロ
四
四
ロ
ケ
。
ｇ
ご
刷
巨
ｐ
Ｑ
の
、
、
豆
で
量
『
の
『
【
侭
口
四
ロ
】
】
酸
・

西
の
［
凶
巴
日
］
ワ
百
一
（
）
ロ
○
の
Ｈ
ｍ
の
ロ
の
、
の
ロ
。
。
①
Ｐ
目
＆
の
□
ご
困
向
９
の
⑦
ロ
巳
。
□
四
ｍ
『
○
く
の
『
す
①
の
○
三
宍
穴
の
ロ
ロ
〕
四
ｍ
は
巴
の
ロ
ロ
ロ
ミ
、
ｎ
頁
房

ご
出
向
』
頤
の
ぎ
の
⑦
｝
○
廟
一
口
の
二
ｍ
日
。
『
ぬ
の
二
日
〔
の
『
』
四
ｍ
一
の
胆
の
ロ
①
巨
巨
『
》
の
口
回
日
己
Ｑ
四
ｍ
の
ロ
ロ
ロ
ロ
の
二
○
，
四
四
一
ぐ
ｍ
ｐ
ｑ
の
『
ず
。
励
行

房ロ○○℃豆の８℃ロ三四ロヨ『○。『』〔のロ］○ｍ①曰くの『二国ｎ面［のＰ一一（々二○のロ】の。Ｐ曰の（。⑦ロ】のの⑭局百○ｏ館山、ロ【旨媚の己ぐ『】の‐
ロ
ロ
円
声
四
℃
す
の
ロ
】
丙

拝
啓

ヒ
ッ
プ
ス
氏
の
造
船
所
で
わ
が
国
の
軍
艦
の
建
造
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
各
位
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
の
宴
に
、
こ
の
招
待
状
を
も
つ

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
四
年
十
一
月
二
十
二
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
「
開
陽
丸
」
を
ご
Ｃ
Ｏ
島
、
耳
の
【
と
訳
し
た
の
は
ホ
フ
マ
ン
教
授
で
あ
る
。

『
『
く
』
四
ｍ
唾
口
の
、
の
曰
ワ
の
『
」
⑭
⑤
←

注

国
。
。
、
同
・
の
一
○
の
の
耳
の
ロ
、
①
出
の
の
『
章

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ご
国
同
□
ぬ
の
異
『
． 円
．
□
『
・
ロ
尉
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(波間後搬影したもの）

九

ｊＭｍﾌﾞﾉｌｒＨｉｊ”ﾉﾊraJ． 、ﾋﾞ、⑮c【dcr・

伊東と林が学んだヂン・ヘルダーの海軍病院



鵯

Ｕ一

、ハ

ド

『ヨニ
ヨ（Ｋ

△

（』

蛍
一
一Ｎ

▲へ

鵜

ムヘ

ート・

ハ

ト

い

Ｕ－
幻

蝋一
ヨ【

翠
辱
逗

騨一
当叩令

拙

。ごｊ

や雪裡

柵・〆一

噸嚥紳
組

趣
》｜弩

繊細卿
稗

剥
網謂里儲Ｋ
鑿刺二製鐸
蝿却鵲異擴

蝋川蝉
〉嚥
・・籍

胸十名争

い抽璽一判

楡蝿遜母継
細重扣幻
謹ｊ艀鑓
麺鈩憎曇
杉戸一

Ｋ
Ｋ
圏
貯
＋
1
1
四
１
１
ｍ
鋼
窪
直

鯛

指
導
鶚
′
ｕ
熟
1
,
Ｋ
製
窒
農
｡
謹
隷
画
里
隠
牌
Ｖ
ョ
」
型
謹
;
i
R
4
N
e
堅
奪
等
。

A
l
g
e
m
e
e
n
H
e
n
d
e
l
s
b
l
a
d

（
1
8
6
4
1
2
.
8
）

Ｐ
>

N
I
E
U
W
E
D
I
E
P
,
６
D
e
c
・
D
e
J
a
p
a
n
e
z
e
n
I
t
o
o
G
e
n
p
a
k
e
n
H
a
j
a
s
i
K
e
n
k
a
i
z
i
j
n
a
l
h
i
e
r
a
a
n
g
e
k
O
m
e
n
o
m
b
i
j
h
e
t

m
a
r
i
n
e
-
h
o
s
p
i
t
a
a
l
a
l
s
g
e
n
e
e
s
h
e
e
r
e
n
t
e
w
o
r
d
e
n
O
p
g
e
l
e
i
d
．



１
１
，
－
心
Ｈ
・
1
ト
ヤ
ー
や
十
1
1
画
1
<
画
･

畦
慨
斜
里
A
｣
鷺
崖
建
へ
j
ニ
ハ
ら
亘
骨
＜
鵯
蟻
偶
煤
選
脾
幽
喧
-
ｺ
Ｊ
ｊ
Ｐ
ｅ
輔
i
m
b
J
v
O
<
起
岬
呉
倉
旦
如
曼
旦
雨
辮
」
狸
。

鯛

『
ト
ミ
（
－
天
人
・
（
入
1
卜
合
Ｋ
Ｎ
ド
訟
一
』
（
１
竜
+
<
ョ
豊
＋
1
1
亜
t
ご
逗
乏
）
ｅ
鴎
鶴
。

A
l
g
e
m
e
e
n
H
a
n
d
e
l
s
b
l
a
d

（
1
8
6
5
.
9
.
2
3
）

ケ
僻

O
p
h
e
d
e
n
o
v
e
r
l
e
e
d
n
a
e
e
n
e
k
o
】
｢
t
s
t
o
n
d
i
g
e
Z
i
e
k
t
e

d
e
H
e
e
r
O
O
K
A
W
A
K
I
T
Ａ
Ｒ
Ｏ
,
ｉ
ｓ
ｄ
ｅ
ｎ
ｏ
ｕ
ｄ
ｅ
ｒ
ｄ
ｏ
ｍ
ｖ
ａ
ｎ

け
し

33jareli，

A
M
S
T
E
R
D
A
M
2
1
S
e
p
t
e
m
b
e
r
l
8
6
5
・

Ｓ
ｔ
”
ｊ
ｂ
Ａ
ｅ
"
z
１
Ｍ
`
彰
奴
α
妙
獅
“
"
曾
胞
"
"
j
S
g
U
D
j
鵬

（墓篭留杵Ⅲ雪川）置婆抑三Ｋ

」
廷
心
Ｙ
名
半
Ｍ
､
役
Ｋ
三
脚
授
量
出
延
畏
垣
'
1
1
1
＋
１
１
１
糧
Ｐ

Ｌｗ弾o(宮。

｜
く
･
I
<
ﾄ
F
１
階
目
面
1
1
＋
１
画
ト
ー
４
Ｋ
'
ト
ミ
妃
く

貝
隅

楡
I
旧
入
海
型
穐
蝿
津
祭
篭
藻
剖
婁



注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
五
年
九
月
二
十
三
日
付
）
の
「
広
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に
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記
事
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「西の墓地」の地図

(アムステルダムの古文轡館蔵〉

アムステルダム郊外の「西の墓地」跡，

現在は公園となっている。（銃者撮影） 九
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と
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ｐ
Ｑ
ｍ
Ｈ

－
フル⑩●ず色（【の『ご》。■【。。【く口口目］ロのワの一ｐｐｍ⑩［の一一】ロ、」ロ・のぐ。。『ロ①敏のの片口９碗。。

》
ナ希、９二億二ｍの、のすのロ『［①日⑩三一一。①９○のロワーご丙のＰ
ｒ
Ｕ
ｒ
型

開陽丸の進水式

昨
日
の
午
後
四
時
ご
ろ
、
当
地
ウ
ィ
ル
ヘ
ン
ポ
ス
の
Ｃ
・
ヒ
ッ
プ
ス
。
エ
ン
・
ゾ

ー
ネ
ン
の
造
船
所
に
お
い
て
、
日
本
政
府
の
注
文
で
造
ら
れ
た
推
進
式
蒸
気
艦
〃
開

陽
丸
〃
の
進
水
式
が
大
成
功
の
う
ち
に
取
り
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
巨
大
な
艦
の
進
水

式
は
お
ご
そ
か
な
光
景
を
生
ん
だ
。
小
舟
の
進
水
式
の
と
き
で
さ
え
、
ま
れ
に
し
か

見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
艦
は
や
す
や
す
と
す
ぺ
り
出
し
た
。
こ
の
国
家
的
な
光
景

を
観
よ
う
と
群
が
っ
て
来
た
無
数
の
見
物
人
の
中
に
は
、
海
軍
大
臣
、
オ
ラ
ン
ダ
商

一
○
’



（
］
ｍ
ｍ
ｍ
０
］
岸
←
）

Ｃ
Ｃ
ａ
『
の
Ｃ
宮
戸
画
ｚ
Ｃ
ぐ
・
国
の
。
①
ニ
ロ
ロ
ロ
】
己
」
四
随
一
宅
の
門
口
ぐ
四
口
こ
の
巳
の
ｇ
こ
の
言
の
瓜
ぐ
山
口
ロ
の
四
の
⑦
『
の
ロ
○
○
一
つ
の
①
ロ
Ｎ
Ｃ
ロ
の
。
四
一
言
の
Ｈ
》

日⑦［ず①［すの⑪［の、のぐ。】ぬ［の三四〔の『随①一口【①ロゴの〔］四Ｄｍｐの、ロの⑩Ｃ彦ＨＣの命⑪ｓｏ日埣の随ｇ【＆‐ＫＣＣ・㈲のロ①。くの『埴『○○斤①曰のロ】ぬ庁の

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
獅
末
維
新
史
料

一
○
二

事
会
社
の
重
役
、
賓
客
な
ど
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

（
１
）

進
水
式
が
お
わ
っ
て
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
重
役
に
よ
っ
て
「
ハ
ル
モ
ニ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
の
一
室
に
お
い
て
晩
さ
ん
会
が
催
さ

れ
た
。
そ
の
折
に
大
勢
の
者
が
昔
か
ら
の
日
蘭
の
友
交
関
係
を
祝
し
て
乾
杯
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
社
長
が
日
本
皇
帝
の
健
康
を

（
２
）

祝
し
て
乾
杯
の
辞
を
述
べ
て
か
ら
、
日
本
の
指
揮
官
が
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
健
康
を
祝
し
て
答
礼
の
祝
杯
を
あ
げ
た
。
Ｃ
・
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ

ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
造
船
会
社
は
、
立
派
な
仕
事
を
成
し
と
げ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
記
念
に
、
日
本
の
士
官
な
ら
び
に
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会

社
の
重
役
よ
り
銀
製
の
記
念
品
を
贈
ら
れ
た
。
祝
宴
は
さ
ら
に
国
民
軍
楽
隊
の
演
奏
に
よ
っ
て
光
彩
を
添
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
ド

ル
ト
レ
ヒ
ト
の
市
が
こ
ん
ど
の
重
要
な
出
来
事
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

注

『
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
新
聞
』
二
八
六
五
年
十
一
月
四
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
市
ピ
ン
ネ
ン
・
ワ
レ
フ
エ
ス
ト
五
番
地
（
写
真
参
照
）
。

（
２
）
内
田
恒
次
郎
の
こ
と
。

少
一
ｍ
の
曰
の
の
ロ
函
四
口
こ
の
一
の
匡
口
□
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オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
○
四

ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
十
一
月
二
日

今
日
の
午
後
、
当
地
の
Ｃ
・
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
氏
ら
の
新
し
い
造
船
所
で
、
日
本
の
推
進
式
蒸
気
フ
リ
ー
ゲ
ー
ト
艦
〃
開
陽

丸
〃
の
進
水
式
が
大
成
功
の
う
ち
に
行
な
わ
れ
た
。
興
味
深
く
み
つ
め
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
群
集
、
灰
色
の
メ
ル
ウ
ェ
デ
川
畔
の
町
の

住
民
ば
か
り
か
、
他
の
町
の
入
念
ま
で
が
こ
の
興
味
深
い
光
景
に
立
ち
会
っ
た
。
演
壇
に
は
海
軍
大
臣
、
大
勢
の
海
軍
士
官
、
オ
ラ
ン
ダ

商
事
会
社
の
重
役
、
在
蘭
中
の
日
本
の
海
軍
士
官
ら
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

〃
開
陽
丸
川
（
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
ぐ
Ｃ
Ｏ
島
ｎ
頁
の
『
を
意
味
す
る
）
は
優
に
一
一
千
六
百
ト
ン
も
あ
る
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
で
あ
り
、
線
条

入
り
の
百
六
十
ポ
ン
ド
砲
一
一
十
八
門
を
装
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
四
百
馬
力
の
蒸
気
機
関
は
フ
ェ
イ
エ
ノ
ー
ル
卜
の
オ
ラ
ン
ダ
汽
船
会
社

で
、
蒸
気
釜
は
フ
リ
シ
ゲ
ン
の
ア
ゥ
ル
氏
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
，
。
Ｖ
・
ヘ
ー
ル
氏
の
蒸
気
船
会
社
で
つ
く
ら
れ
る
。
同
艦
は
ド
ル
ト

レ
ヒ
ト
よ
り
へ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
機
関
が
す
え
ら
れ
る
。
開
陽
丸
は
た
し
か
に
わ
が
オ
ラ
ン
ダ
の
私
設
の
造
船
所

で
造
ら
れ
た
最
大
の
艦
で
あ
る
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
。
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
五
年
十
一
月
四
日
付
）
の
記
事
。

（
］
の
①
仰
巨
・
ｅ

Ｃｏａ『の昌〆⑭ｚｏぐ・の一切【の『のロロ囚旦の■四｛－８℃ぐ、ロヶの（］ロゼ四口⑰Ｓのの：ＨＣの【のＢＣＢ‐坤①碩日【＆‐＆。。》】のぐ口ご言の、の
●

缶
一
ｍ
の
日
の
①
ロ
国
回
ｐ
Ｑ
ｍ
－
の
亘
凹
□



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ぐ
の
一
⑦
庁
○
四
ｍ
［
の
ロ
』
討
胸
の
。
『
○
口
丙
の
ロ
ニ
ミ
①
『
□
の
口
凸
の
〔
の
一
□
の
□
の
ロ
『
①
の
←
こ
の
ロ
〔
ユ
の
『

、
ノ

辨国四口・の一【目自のｏ宮ロロー）①のｐごｏロゴのすごの一雨一］ロく四口□のロ【の旨の『く四コ
》〕口ご回Ｐ三の一【のｑＨｏｐ丙ｇｏｏ『□のロ］：ロロの目のロ８口目】四口目ロ【す８‐
仲
ロ
グ
ご
Ｃ
Ｃ
ａ
急
の
ａ
日
の
［
の
①
ご
Ｃ
ｂ
Ｑ
の
、
の
８
口
ロ
ゴ
の
曰
く
②
ロ
ロ
の
ロ
【
○
口
ご
ぬ
ぐ
四
口

－
Ｊ

プ
ｚ
の
』
の
『
一
回
目
。
。
□
の
⑪
、
す
の
①
己
⑪
ワ
Ｃ
ｓ
ご
ロ
】
の
⑦
⑩
［
の
『
、
。
．
○
】
ロ
、
の
ロ
ロ
。
□
の
ロ
。
貝
ぐ
一
‐

一
フ

ウ鰯己、のご［の『・の頃の『晩の一の、①ロゴの己［Ｃ［の①ロのすの『一口ロの『旨い山口ロロの。○○円

一一一都営のロぐ○一ウ『回、【の国罠》ぬの⑪目のロ丙のご一口昌一くの『・ｇｏ量の一ぐロロュの９－『の‐
圧嘩、毬の。①『ｚ巴の１．国囚ごロの一日目【の、目ｂ口］四一のく山口ロの］：ロロ⑩ｇの
Ｊ、

Ｆ
Ｉ
○
焦
一
Ｃ
】
の
Ｈ
の
ロ
・
国
の
［
〈
の
①
⑪
［
三
の
【
○
コ
○
ぬ
○
つ
、
の
一
巳
の
【
の
Ｈ
ｇ
Ｑ
Ｃ
。
円
の
の
ロ
の
⑪
の
Ｈ
①
コ
ロ
ー

ノ

肋９のぐ四ロケの［。。Ｈ□の『ロー凶の丙四口〔の二口の『⑪。ｐ色［【の風］・ＱｇＣＣ【ぐ四口巴］ロの
し
）しす①一四口ぬい【の一一」口、】ロロのぐ。。『。①Ｎのの【四二Ｎ。。、のニヨ］、（｝ぬの、のワの巨吋〔の口】、
。
ト

ル
旱
ご
』
こ
の
ｇ
ｏ
の
ニ
ウ
ー
ー
］
丙
の
ロ
・

Ｆ
ｒ

ぐ
四
コ
」
の
⑪
Ｃ
ａ
の
［
巴
【
□
の
四
胃
日
。
旨
の
の
①
ロ
・
旨
の
【
ぬ
の
、
⑪
ぐ
の
己
．
。
ご
』
の
［
こ
の

●

。
①
ｓ
円
の
Ｒ
】
の
。
⑦
『
ｚ
の
９
．
四
四
口
・
の
｝
昌
四
員
の
、
弓
口
已
已
】
］
白
の
の
ロ
ロ
の
『
一
○
、
画
一
の
ロ

の
●
句

ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
十
一
月
三
日

昨
日
、
日
本
の
螺
旋
推
進
式
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
、
開
陽
丸
の
進
水
が
取
り
行

一
○
五



（
］
、
①
⑰
。
］
Ｐ
］
←
）

升ロ。”ロ困両ｎ国『》］ｍｚＣぐ・国の〔］四℃、ロ⑰、声ののｎケ【（）ｇの８○ロ〕坤の岨四（【巴，ペ○○日一言Ｑのいの三の⑦穴ぐ②ご豆の『回四四『
函の一一のく。①Ｓ－Ｂｍくの『［円の【丙のＰの皀煙一・四四『ぐの『ロの【（の三○『Ｑ①ロ館の『の①二頤①目四四穴戸

」
重
砲
の
曰
の
①
ロ
四
四
口
・
の
一
の
す
－
ｍ
。

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

ヘレフートスライスの運河一オランダ留学生らはこの
運河を通ってロッテルダムに上陸した。

一
○
六

な
わ
れ
て
か
ら
、
ハ
ル
モ
ニ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
一
室
で
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
理
事
の
主

催
で
晩
さ
ん
会
が
催
さ
れ
た
。
何
度
も
重
ね
た
祝
盃
の
中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の

社
長
が
日
本
の
皇
帝
の
健
康
を
祝
す
と
、
日
本
の
指
揮
官
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
健
康
を

祝
し
て
答
礼
の
盃
を
飲
み
ほ
し
た
。
Ｃ
・
ヒ
ッ
プ
ス
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ネ
ン
造
船
会
社
は
、

仕
事
を
完
遂
し
た
こ
と
の
記
念
と
し
て
、
こ
の
た
び
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
理
事
会
な

ら
び
に
日
本
の
士
官
た
ち
か
ら
、
銀
器
を
贈
ら
れ
た
。
祝
宴
は
さ
ら
に
国
民
軍
楽
隊
の

ま
ち

演
奏
に
よ
っ
て
光
彩
を
添
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
の
市
が
、
戸
」
の
よ
う
な

重
大
な
出
来
事
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
ア
ル
ヘ

注メ
ン
。
ハ
ン
デ
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
五
年
十
一
月
六
日
付
）
の
記
事
。



ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
十
一
月
十
一
一
日

日
本
の
推
進
式
蒸
気
フ
リ
ゲ
１
ト
艦
開
陽
丸
は
、
今
週
中
に
当
地
よ
り
ヘ
レ
フ
ー
ト
ス
ラ
イ
ス
に
向
う
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
地
に

お
い
て
更
に
機
関
を
装
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
五
年
十
一
月
十
四
日
付
）
の
記
事
。

シ
一
瞬
の
曰
の
①
口
四
四
口
□
の
｜
⑩
亘
回
」

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

晩年のカッテンディケ

面
○
丙
シ
ぐ
因
ｚ
西
少
の
同
》
『
句
の
戸

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｏ
の
す
の
、
『
員
の
日
い
く
ロ
ロ
弓
一
一
一
の
ロ
Ｑ
の
ご
因
の
⑦
『
二
一
・
］
．
ｎ
・
同
区
ロ
の
Ｈ

ｍＰ］⑩⑪の曰く・【四宮のロａ］丙の８－く同一］（匿い、．【・己一四口厨云のワワのロ・函の〔

一
一
）
宍
喰
ロ
ー
［
の
ロ
①
ロ
『
の
。
⑪
の
Ｃ
Ｄ
茸
佇
の
ｐ
ｑ
ｍ
Ｃ
己
固
房
‐
の
ご
‐
Ｃ
色
盲
の
ロ
〔
の
『
ロ
ロ
『
・
の

葛
Ｃ
ａ
の
ロ
ワ
の
⑫
【
①
丘
。

ハ
ー
１
㎡
ソ

Ｗ
・
Ｊ
・
Ｃ

二
月
七
日

（
１
）

・
リ
イ
『
テ
ル
・
ハ
イ
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ヶ
氏
の
埋

一
○
七

（
］
、
の
①
。
四
・
ｍ
）



（
得
の
①
①
。
』
○
・
】
』
）

言
の
口
・
の
①
一
【
四
四
ロ
ゴ
①
（
Ｑ
Ｒ
Ｃ
ｐ
ｍ
Ｃ
冒
只
ロ
〕
の
。
。
○
わ
」
の
倍
の
［
の
ロ
。
①
Ｎ
①
『
日
四
四
ロ
ロ
ー
⑪
。
①
雨
の
一
一
。
ｐ
い
す
の
ｂ
ｍ
ｐ
丘
ぐ
四
ロ
ゴ
の
庁
［
の

守
▼

因『○二葛の【⑩彦四ぐの自国の」一吋の①一一岨晒の二○］四℃ロゴ⑪、彦。。『一○ｍ⑩【『のぬい［【＆）。。（。《く。。『一］りす［の『弓》）・の①の『⑪（の⑪【の『ぐ口ロゴの【の［のＨ『の‐

すの①こ」の、【○○斤のウの①『》く○の『のロユの函画の（Ｐ戸穴のＰ三四閏ぐ山口四ｍい①〔【Ｃ云穴の■ｑの【［橘ごｏｐＱの『印・ロー［（の□。【。『の。頁、のす。ロゴ□

＆
［
、
庁
の
【
の
ロ
ロ
。
。
『
一
○
ｍ
の
、
亘
つ
い
巳
○
つ
且
］
ロ
『
の
曰
の
ロ
ロ
日
］
四
℃
四
口
冨
Ｃ
ａ
の
□
ぬ
の
ｎ
ｏ
白
日
四
コ
。
①
の
ａ
。
。
。
Ｈ
ユ
の
二
一
昌
戸
戸
隈
］
の
［
の
【
一
・

。
…
一
傳
一
…
・
圏
命
一
：
一
号
一
員
厨
…
鬘
言
癩
・
…
冨
図
…
：
｜
：
旨
１
日
…
扇
（
鳥
目
員
③
Ｐ

▼
マ

四
ｍ
『
こ
の
⑪
の
曰
く
の
『
ロ
の
『
Ｑ
の
］
四
℃
②
。
⑩
、
声
の
○
庫
】
。
】
『
の
ロ
」
の
『
ロ
〕
閂
曰
の
。
①
［
己
四
》
閃
口
○
日
。
【
Ｐ
、
四
三
四
の
ロ
日
ロ
、
。
の
周
一
Ｐ
三
の
一
声
色
一
一
の
Ｐ

ぐの『ぬの脚の一・ぐ四口。の】ｐｏｐＱの［叩、声の－９のロ①［画す『】の【の■ず】⑦『【の｝回ごＱの｝己の旬弄Ｎ四画目〕ぬの三の⑦⑩［い】］ロロの］ロロ四口の。ｐの○口ロの『。、烏－０

口
の
円
の
Ｐ
日
の
芹
・
呉
⑩
、
亘
ロ
ゴ
四
四
『
云
皀
ロ
ぐ
ｍ
ｑ
の
【
一
ｐ
ｐ
ｑ
（
の
『
ロ
胸
穴
の
①
『
の
ロ
・
□
の
ウ
の
昼
の
］
囚
已
四
口
の
Ｃ
声
の
⑪
白
こ
の
貝
の
ご
旨
□
の
ｍ
の
ロ
の
①
の
汽
巨
ロ
』
の
岸
○

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
○
八

（
２
）

葬
が
来
る
金
曜
日
に
取
り
行
な
わ
れ
る
。
遺
体
は
エ
イ
ク
・
エ
ン
・
ダ
イ
ネ
ン
に
お
い
て
朝
九
時
に
葬
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
六
年
二
月
八
日
付
）
の
記
事
。

（
１
）
元
長
崎
海
軍
伝
習
所
教
官
。
オ
ラ
ン
ダ
の
海
軍
大
臣
（
一
八
五
七
～
一
八
六
六
）
。
日
本
人
留
学
生
の
接
伴
や
指
導
に
つ
く
し
た
。

（
２
）
ハ
ー
グ
市
内
の
基
地
。

シ
一
ｍ
の
日
①
の
ロ
四
四
口
○
の
一
印
亘
四
○



マ
マ

の①ご已口丙の口函口］閏一御巨一一の口亘の『〔の一弾二口①煙ｎケ［の『す一一］くの二．日四四口写①［ロ。⑩ご一国回一（ｍｚ－のロミローの己云巨ロゴの、の己の①⑩穴巨，
守
マ

ロＳｍの、曰＆の二ぐ○円（【の鴎の（〔のロ一国（）Ｃｓ一○○戸口の冒頗の白のＰ円く○○円」のロのｎヶの①己⑪ワ。ロミン８コ〕回Ｎ〔のショ⑪庁円Ｑ画ロ】〔。（□四［

ユ
。
①
一
コ
○
ぬ
①
の
ロ
】
ぬ
の
］
囚
『
の
ロ
可
一
の
『
【
の
一
口
ゴ
ロ
の
こ
の
『
［
○
の
ぐ
の
ロ
・

●
●

『
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・
ダ
ハ
ブ
ラ
ッ
ト
』
紙
に
伝
え
た
。

今
月
の
二
十
二
日
は
、
日
本
の
戦
艦
「
開
鴎
丸
」
（
“
夜
明
け
前
－
１
大
鱸
の
曇
座
中
の
一
瀞
曇
の
意
ｌ
備
砲
三
十
二
門
そ
の

内
の
二
十
六
門
の
砲
身
は
三
十
ポ
ン
ド
で
あ
る
ｌ
が
、
ブ
ラ
ー
ゥ
ェ
ル
ス
↑
フ
ラ
に
お
い
て
帆
鍵
す
る
た
め
の
出
発
日
と
決
め
ら

れ
て
い
る
。
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
で
建
造
さ
れ
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
軍
艦
は
、
日
本
へ
回
航
さ
れ
る
際
に
一
等
海
軍
大
尉
デ
ィ
ノ
ー
に
よ
っ
て

指
揮
さ
れ
る
。
一
等
海
軍
大
尉
ウ
イ
ト
コ
プ
・
コ
ー
ー
ン
グ
、
機
械
技
師
兼
機
関
大
尉
の
ハ
ン
デ
ス
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
遂
行
す

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

機
械
技
師
兼
機
関
大
尉
の
ハ
ン
デ
ス
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
遂
行
す

る
。ま
た
日
本
の
海
軍
士
官
で
あ
る
内
田
・
榎
本
・
沢
・
田
口
ら
は
、
わ

が
国
の
名
高
い
工
場
に
雇
わ
れ
た
日
本
の
下
士
官
を
伴
っ
て
、
く
だ
ん

伯
の
軍
艦
と
と
も
に
故
国
に
帰
る
。
日
本
の
医
学
生
で
あ
る
伊
東
玄
伯
と

錘
林
ら
両
人
は
、
一
三
１
ウ
ェ
・
デ
イ
ー
プ
の
海
軍
病
院
で
医
学
を
研
究

伊
す
る
た
め
に
残
留
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
い
る
造
船

技
師
の
赤
松
も
研
修
の
た
め
、
更
に
何
年
か
わ
が
国
に
滞
在
す
る
。

一
○
九



（
』
、
①
①
。
〕
］
・
］
）

１
－
－
（
］
一
呉
日
の
己
】
『
二
○
□
四
ｍ
弓
ｍ
ａ
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｈ
彦
の
庁
匡
○
○
苞
二
の
『
の
①
旦
閂
【
す
ど
の
の
］
四
吋
の
口
冒
ｚ
の
こ
の
ユ
ロ
ロ
ロ
ぐ
の
『
す
｜
費
す
ｏ
Ｅ
ｑ
の
ロ
・
の
］
四
℃
色
ロ
ロ
の
い
⑦
ご

冒
彦
の
（
国
。
【
の
一
○
の
一
同
ロ
『
。
ｂ
の
①
の
ロ
ー
巳
⑩
庁
の
『
且
【
四
房
：
の
国
⑰
ロ
ヨ
円
、
の
、
①
く
の
ロ
：
ご
ロ
の
ぐ
の
｝
の
ｚ
巴
の
『
一
四
口
』
⑩
Ｃ
庁
の
ぐ
『
】
の
ロ
・
の
ロ
８

ケ
の
穴
の
ロ
ユ
の
ロ
》
＆
①
ぐ
の
⑦
一
彦
の
す
ず
の
口
亘
］
、
の
ワ
日
嗣
［
８
［
す
の
［
ゴ
①
一
の
一
四
ｍ
の
曰
く
ロ
ロ
ゴ
の
［
二
○
の
一
》
三
ｍ
凹
旬
［
◎
の
ｑ
の
］
四
つ
四
コ
口
目
の
ロ
○
コ
の
一
四
コ
」

す
の
ウ
ウ
の
ロ
ワ
の
３
Ｄ
ぼ
け
○
口
』
の
『
□
の
、
四
ｍ
【
の
。
Ｂ
の
『
六
斤
の
日
⑪
ｐ
Ｃ
ｂ
○
の
皀
困
の
①
『
□
の
富
○
口
、
声
冤
）
ロ
『
の
⑪
．
□
の
『
ｚ
の
Ｑ
の
『
｜
・
津
ロ
ロ
ロ
の
｜
‐

三
四
日
⑪
、
ロ
四
℃
ロ
ー
］
．
』
の
ロ
宍
四
頁
・
‐
］
巳
庁
【
の
『
い
の
①
』
の
句
円
の
日
の
『
『
の
ロ
ｍ
ｐ
Ｑ
ｍ
Ｈ
の
ロ
○
○
ｍ
の
囚
自
。
『
拝
の
一
【
の
Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
日
の
ロ
ー
『
の
①
（
凶
巳
一
ｍ
。
』
の

］
ロ
ロ
ロ
ロ
叩
ｎ
ヶ
の
ゴ
の
①
『
の
。
⑦
の
『
⑩
（
』
四
四
ｍ
〃
ロ
］
の
［
の
①
ロ
ヴ
ー
の
『
［
の
戸
口
Ｑ
⑦
く
。
。
『
彦
巨
ロ
ロ
の
①
】
ぬ
の
ロ
の
『
の
丙
の
ロ
一
口
ぬ
い
の
す
。
巨
二
ご
●
⑰
Ｃ
。
』
已
口
四
四
『
］
四
℃
四
コ

［
の
『
色
、
丙
の
の
『
の
ロ
。

昨
日
の
午
後
、
二
年
こ
の
か
た
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
の
団
長
主
催
の
す
ば
ら
し
い
お
別
れ
の
宴
が
、
日
本
人
が
わ
が
国

を
訪
れ
た
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
大
い
に
力
を
貸
し
た
大
勢
の
オ
ラ
ン
ダ
の
友
人
や
知
人
を
招
い
て
、
「
オ
テ
ル
・
ド
・
ル
ー
ロ
ー
プ
」

（
注
・
ハ
ー
グ
の
ホ
テ
ル
）
で
催
さ
れ
た
。
賓
客
の
中
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
の
社
長
モ
ン
セ
ィ
氏
、
フ
レ
ー
メ
リ
海
軍
大
佐
お
よ

び
そ
の
他
の
お
偉
ら
方
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
日
本
の
紳
士
た
ち
が
、
自
国
の
費
用
で
わ
が
国
で
建
造
し
た
艦
に
乗
船
し
て
、
間
も
な
く
日

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
六
年
十
月
十
一
日
付
）
の
記
事
。

シ
］
ぬ
の
日
①
の
ロ
四
国
ロ
ロ
の
一
の
宮
四
・

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

￣

○



特
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嘆
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鯛

『
ト
ミ
（
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加
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ｉ
ト
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（
１
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|
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十
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｜
ヱ
セ
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欝
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g
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e
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オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
雛
末
維
新
史
料

一
一
一
一

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
・
デ
ィ
ー
プ
五
月
二
十
九
日

当
地
の
海
軍
病
院
で
学
問
形
成
の
多
く
を
受
け
た
日
本
の
軍
医
で
あ
る
伊
東
玄
伯
と
林
研
海
ら
両
氏
は
、
退
去
の
た
め
、
本
日
か
れ
ら

個
人
と
日
本
政
府
と
の
名
に
お
い
て
、
銀
器
に
銘
を
刻
し
た
も
の
、
日
本
の
漆
器
お
よ
び
絹
布
と
い
っ
た
す
ば
ら
し
い
贈
物
を
、
当
地
の

海
軍
病
院
で
医
学
教
育
の
任
に
あ
っ
た
一
等
軍
医
Ｈ
・
Ｈ
。
Ｈ
・
ス
ロ
ッ
ト
、
二
等
軍
医
ｓ
・
Ｄ
・
サ
エ
リ
セ
、
一
等
軍
医
Ｄ
・
ヘ
レ
マ

博
士
、
海
軍
一
等
薬
剤
師
Ｐ
。
Ｃ
・
Ｆ
・
ウ
ィ
ン
ー
ア
ル
ら
に
贈
呈
し
た
。

注

『
ア
ル
ヘ
ー
メ
ン
・
ハ
ン
デ
ル
ス
プ
ラ
ッ
ト
』
（
一
八
六
八
年
六
月
一
日
付
）
の
記
事
。



伊
東
玄
伯
（
方
成
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
足
掛
け
五
年
滞
在
し
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
十
一
一
月
一
一
一
日
に
帰
国
し
た
。
が
、
帰
朝
す

る
前
年
（
一
八
六
七
年
）
、
か
れ
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
「
公
共
病
院
」
に
数
カ
月
ほ
ど
勤
め
、
同
僚
の
ド
・
ブ
ラ
イ
ン
医
師
（
□
『
・
烏

ポ
ー
ト
レ
ー
ト

国
目
］
ロ
）
と
懇
意
に
な
り
、
写
真
な
ど
を
交
換
し
た
。
伊
東
は
帰
国
し
た
年
の
十
一
一
月
、
図
書
少
允
に
任
じ
ら
れ
従
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、

典
薬
寮
医
師
と
な
る
。
こ
の
と
き
名
を
「
方
成
」
と
改
め
た
。

明
治
二
年
八
月
、
大
学
中
博
士
に
任
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
九
月
、
高
階
経
徳
・
青
木
邦
彦
ら
と
共
に
大
典
医
と
な
る
。
翌
三
年
三
月
、
正

六
位
に
叙
せ
ら
れ
、
九
月
、
侍
医
規
則
取
調
御
用
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
十
月
、
再
び
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
渡
蘭
。

（
明
治
）

「
伊
東
系
譜
」
（
『
伊
東
玄
朴
伝
』
所
収
）
に
は
「
三
年
・
…
…
：
十
月
五
日
御
用
有
之
欧
羅
巴
州
へ
差
遣
サ
ル
四
年
八
月
十
九
日
大
典
医
被

〔
補
遺
〕

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

オランダ留学中の伊東玄伯

免
大
侍
医
一
一
任
セ
ラ
ル
七
年
四
月
廿
一
一
一
日
帰
朝
ス
」
と
あ

る
。
こ
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
一
八
七
○
年
秋
に
日
本
を

立
ち
、
一
八
七
四
年
春
ま
で
約
四
年
ち
か
い
歳
月
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
視
察
と
医

学
修
業
が
目
的
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
伊
東

、
、
、
、

玄
朴
伝
』
に
あ
る
「
明
治
一
一
一
年
再
欧
州
に
遊
び
独
国
に
学

、

び
同
七
年
帰
朝
」
（
傍
点
筆
者
）
と
い
っ
た
く
だ
り
を
読

む
に
至
っ
て
は
、
頭
を
混
乱
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
だ
が
、
た

一
一
一
一
一



え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
同
居
人
は
次
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
人
一
家
で
あ
る
。

こ
の
家
族
は
、
一
八
七
一
年
十
一
一
月
二
十
三
日
よ
り
翌
一
八
七
二
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
同
番
地
に
い
た
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ァ
ン
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ゥ
ェ
リ
ン
グ
（
’
八
三
八
年
三
月
九
日
生
ま
れ
、
陸
軍
士
官
）

・
ヘ
ト
ロ
ネ
ル
ラ
・
ホ
メ
ス
（
一
八
三
八
年
二
月
十
九
日
生
ま
れ
、
妻
）

コ
ル
ネ
リ
ゥ
ス
・
ア
ゥ
ェ
リ
ン
グ
ニ
八
七
二
年
一
月
九
日
生
ま
れ
、
同
一
左
委
の
息
子
）

ま
た
一
八
七
二
年
五
月
一
日
か
ら
一
八
七
五
年
一
月
六
日
ま
で
同
番
地
で
暮
ら
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
タ
・
マ
リ
ア
・

ミ
ン
ネ
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ク
ニ
八
○
七
年
六
月
一
日
ユ
ト
レ
ヒ
ト
生
ま
れ
の
未
亡
人
）
で
あ
る
。

伊
東
の
留
学
先
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
北
、
ベ
ヒ
ネ
ホ
フ
（
国
四
ｍ
一
〕
：
弓
。
【
と
も
国
①
四
］
。
：
。
命
と
も
綴
る
）
に
在
っ
た
、
一
八
五
八
年
剣

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

雨ｉ函

,畷,欝

右端の家がユトレヒトの伊東の下宿

(現在のウィッテフラウエン街８番地）

一
一
四

し
か
に
伊
東
は
再
渡
欧
の
と
き
に
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
て

は
い
る
け
れ
ど
、
ド
イ
ツ
に
は
留
学
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

伊
東
が
こ
の
と
き
滞
在
し
た
の
は
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
り
、
こ

ん
ど
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
春
三
月
か
ら

一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
春
ま
で
暮
ら
し
た
。
伊
東
の
下
と
旧
先

は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
図
書
館
が
あ
る
向
い
側
の
ウ
ィ
ッ
テ
フ
ラ

ゥ
エ
ン
ス
ト
ラ
ー
ト
ヨ
「
茸
の
ぐ
Ｈ
ｏ
ｐ
ｇ
の
ロ
⑩
［
日
四
［
六
百
五
十
一
番
地

（
現
在
の
八
番
地
）
の
家
で
、
建
物
は
健
在
で
あ
る
。
伊
東
は
お

そ
ら
く
一
八
七
一
年
三
月
頃
ま
で
に
同
所
に
入
居
し
て
い
た
と
考



設
の
「
オ
ラ
ン
ダ
眼
科
病
院
」
（
ｚ
且
の
『
一
四
日
⑰
ｇ
ｏ
ロ
の
昌
巳
の
く
。
。
『
○
○
ｍ
一
言
の
Ｈ
⑪
）
で
あ
る
。
か
れ
は
こ
こ
で
ラ
ン
ド
ル
ト
（
Ｐ
四
目
Ｃ
一
斤
）

医
師
、
Ｈ
・
ス
ネ
レ
ン
（
晋
の
一
」
の
ロ
）
教
授
、
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
（
因
己
、
の
一
員
】
：
）
教
授
ら
の
指
導
を
受
け
て
、
眼
科
学
一
般
に
つ
い
て
研
修

し
た
。
と
く
に
ス
ネ
レ
ン
教
授
は
「
視
力
検
査
表
」
（
Ｆ
の
言
の
Ｂ
『
Ｃ
の
く
の
Ｐ
Ｓ
【
す
①
ロ
ロ
一
一
一
口
、
こ
の
『
ぬ
§
ぬ
Ｂ
の
自
の
『
ロ
［
の
）
に
よ
っ
て
内
外
に

知
ら
れ
た
第
一
級
の
眼
科
医
で
あ
っ
た
。

伊
東
が
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
最
初
の
眼
科
の
専
門
病
院
に
研
修
医
と
し
て
入
局
し
た
の
は
一
八
七
一
年
三
月
六
日
の
こ
と
か
、
同
病
院
の

「
来
客
芳
名
簿
」
（
恩
の
［
の
：
○
鳥
）
に
は
こ
の
日
付
を
も
っ
て
署
名
さ
れ
て
い
る
。
「
オ
ラ
ン
ダ
眼
科
病
院
に
お
け
る
看
護
と
教
育
に
関

する十四年報』（』一○の］ｇ『一涛のぐのＨの一四噸ワの【【の蔦の］』］穴旦のぐのＢｌｍｍ－ｐ胸のごロの戸。且のう島の冒声の［ｚ①。①Ｈ一回目のｓの

○
尉
昏
巳
の
く
Ｃ
Ｒ
Ｃ
。
、
臣
の
目
・
扇
『
い
）
に
は
〃
伊
東
医
師
〃
の
名
前
が
出
て
来
る
が
、
ス
ネ
レ
ン
教
授
の
視
力
検
査
表
は
す
で
に
各
国
語

､…鰄螂口惣

Ｊ
上
唇
γ
ｒ
蝿
（

（・》一口『■一一
。》曰・

》

一鱸｜Ｊ「》・
棚・一オ

ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一
一
五

に
訳
し
た
の
で
、
「
今
年
は
伊
東
医
師
の
手
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
刊

■一口一一・一『｝酔一弼卍》十｛』曰》邪》曰』卍←』啼
一》・岬》蜥締艀雛騒蕊川繩駝率臓鮭託鰔》

を
勤
め
て
い
た
者
だ
が
、
故
国
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
御
多
幸



オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

型
職
録

鍵
:強｢..

】；
蕊
蕊蕊

匿'：

正面中央の建物「オランダ眼科病院」（錐者収蔵の銅版画より）

一
一
一
ハ

を
祈
り
ま
す
。
か
れ
は
当
病
院
で
受
け
た
教
育
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
に
、

わ
が
施
設
に
一
一
百
五
十
ギ
ル
ダ
ー
寄
付
し
、
理
事
と
し
て
仲
間
入
り
す
る
こ
と

に
な
っ
た
」
。

ち
な
み
に
同
書
に
は
、
「
オ
ラ
ン
ダ
眼
科
病
院
」
の
理
事
（
す
の
鷺
自
己
の
Ｈ
）

と
し
て
…
…
…
そ
れ
に
腱
ｌ

マ
マ

マ
マ

ロ
Ｈ
』
目
。
》
の
①
ロ
〕
ロ
四
戸
…
…
…
…
弓
。
【
の
一
（
］
四
ロ
ロ
ロ
）

と
あ
る
。

ユ
ト
レ
ヒ
ト
滞
在
中
の
伊
東
は
時
折
、
旧
知
と
も
会
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
教
授
に
宛
て
て
出
し
た
蘭
文
書
簡
が
何
通

か
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
の
動
静
に
つ
い
て
若
干
手
が
か
り

を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
一
八
七
一
一
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
三
度
ば
か

り
同
教
授
に
出
し
た
も
の
で
、
新
刊
書
（
『
経
済
学
提
要
』
）
を
受
け
取
っ
た
こ

と
に
対
す
る
お
礼
と
か
、
津
田
・
西
ら
へ
も
同
書
を
送
り
届
け
る
こ
と
を
請
け

合
っ
た
内
容
と
か
で
あ
る
。
ま
た
一
八
七
一
一
年
九
月
一
一
十
六
日
付
の
フ
ィ
ッ
セ

リ
ン
グ
宛
の
伊
東
書
簡
に
「
私
は
六
週
間
以
上
も
ロ
ン
ド
ン
や
ベ
ル
リ
ン
で
過

ご
し
、
二
、
一
一
一
日
前
に
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
考
え
る
と
、
一
八
七
二
年
夏
、
伊
東
は
一
カ
月
以
上
も
イ
ギ
リ
ス
・
プ



維
新
後
、
オ
ラ
ン
ダ
に
再
留
学
し
た
伊
東
の
動
静
を
伝
え
る
日
本
側
の
史
料
は
乏
し
く
、
わ
ず
か
に
オ
ラ
ン
ダ
側
の
史
料
だ
け
が
そ
の

片
り
ん
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
オ
ラ
ン
ダ
眼
科
病
院
」
に
お
け
る
伊
東
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
先
年
、
渡
閲
の
折
に
入
手
し
た
も
の
だ
が
、

蛇
足
な
が
ら
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
お
け
る
か
れ
の
居
住
地
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

い
え
な
い
。

ロ
シ
ア
を
旅
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
単
な
る
夏
期
休
暇
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
視
察
旅
行
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
何
と
も

オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
幕
末
維
新
史
料

一

七
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BriefNotesconcerningtheJapaneseNaval
MissiontotheNetherlandsduringtheLast
DaysoftheTokugawaRegime(18621868）

SometimebetweenthefirstyearofManen(1860)andthefIrstyear
ofBunkyu（1861〕,theTokugawagovemmentdevelopedaplantoen‐
largeandstrengthenitsnavy・Ｔｈｉｓplanmvolvedthemanufactureof

warshipsandtherefbrmofboththemilitaryandthenavalorganizations、
TheMinistersfbrNavalAffairsattｈｅｔｉｍｅ,KimuraSettsunoKamiand

lnoueShinａｎｏＫａｍｉ,proposedaplanmwhichnavalstudentswouldbe

senttofbreigncountriesmordertoreceivetrainingmshipbunding
techniqueswhiletheshipsorderedbytheJapanesewereunderconstruc‐

tion､TheseproposalsmetwiththeapprovaloftheMinistersfbrForeign
Affairs，butfInancialdiHIcultiesonthepartoftheShogunateprevented
theimplementationofthisplan

WhenTownsendHarris,theAmericanMmistertoJapan,wasabout
toleaveJapanfbrhishomeland,ｈｅｏｂｔａｍｅｄａｎｍｔｅｒｖｉｅｗｗｉｔｈｏｎｅｏｆ

ｔｈePrimeMinistersoftheShogun,sadmmistration,ＡｎｄｏＴｓｕｓｈｉｍａｎｏ
Ｋａｍｉ・InthismterviewHarrisurgedthePrimeMinistertoentrustthe

U.S・governmentwiththeconstructionofthenavalvessels,themanufac‐

ｔｕｒｅｏｆｔｈｅａｒｍｓａｎｄｓｏｏｎＴｈｅＪａｐａｎｅｓegovernmentaccededtohis

requestandsenthimanofYicialletter,datedtheseventhofJulyofthe
frstyearofBunkyu(i､e､１４Au811st,1861),inwhichanorderwasmade

fbrtheconstructionofWestem､stylewarvessels・However,theJapanese
governmentwasfbrcedtoabandonthisorderbythesuddenoutbreakof

theCivilWar・Thus，ｉｎｔｈｅＦｅｂｒｕａｒｙｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆBunkyu
(1862)，theShogunatetransfbrreditsordertoHolland，whichｈａｄ
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enjoyedtheconfidenceofJapanasmostfavourednationfbrnearly 

twocemuries､JapannotiHedHoUandoftheneworderfbrwarshipsma 

letteraddressedtolK・ｄｅＷｉｔ,ｔｈｅConsulGeneraloftheNetherlands，

whichwasdatedthe22MarchofthesecondyearofBunkyu(ie､２０ 

April,1862).ＴｏｄｅＷｉｔ,thiswasnotadiplomaticmatterbutrathera 

tradeissued，andaccordmglyheentrustedittothｅａｇｅｎｔｏｆｔｈｅＤｕｔｃｈ 

ＣｏｍｍｅｒｃｉａｌＣｏ.，ａｔＤｅｓｉｍａ，ＡＪ、Bauduin・Bauduinintumobtainedthe

consentｏｆｈｉｓｈｅａｄｏｆｆＩｃｅｍＡｍｓｔｅｒｄａｍｔｏｕndertaketheconstruction 

ofawarvessel 

TheDutchCommercialCo.，、Ａmsterdam,afterconsultationswith

theMmisterfbrtheDutchNavy,ＷＪ,CHuyssenvanKattendijke(1816. 

1866LemployedColonelHHuygens（1810-1867）toactasadvisor 

duringtheconstructionofthewarvesse1.Ｊ.ＷＬ､vanOordt,theＰ1℃sident 

oftheDutchSteamshipCo.，ｗａｓｒｅｑｕｅｓｔｅｄｔｏｄｒａｗｕｐｐｌａｎｓｆｂｒｔｈe 

vessel(`KaiyoMaru，，),asweUasestimatesofcost・Asregardstheactual

constructionofthevesseLtheDutchCommercialC0.,fbUowingapro-

posalofColonelJ・Huygens，didnotopenthecontracttocompetitive

bidding，butrathersoundedoutfiveshipbuUｄｅｒｓｗｈｏｓｅｅｍｅｄｌｉｋｅｌｙｔｏ 

ｂｅａｂｌｅｔｏｕndertakethework・Ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈeirmquiries,theDutch

CommercialCo.,decidedthatGipsenZonen,ashipbuilderinDordrecht， 

seemedthemostsuitablecompanytoundertakethework,intermsof 

bothspeedandprice・

ThedecisiontodispatchJapanesenavalstudentstotheNetherlands 

haditsoriginbothinthefnctthatthewarshipswerebemgorderedfirom 
thatcountry,andmtheneedfbrtheactualworkofconstructionmthe 

shipyardtobesupervisedThestudents,missionnotonlyhaditsregular 

businesstocarryout,butalsovariousspecialsubjectsofstudyThe 

missioncOnsistedoffbuｒｇｒｏｕｐｓｔｏｗｈｉｃｈａｔｏｔａｌｏｆｆｉｆｔｅｅｎｓtudents 

belonged． 



１２１ 

ThestudentsbelongingtotheHrstgroupwereasfbllows： 

Name Age SubjectsofStudy 

UchidaTsunejiro ２５Thenavymgeneral 
(Commander） 

EnomotoKamajiro ２７Machinery 
SawaTarUZaemon ２９Gunnery 
AkamatsuDaisaburo ２２ShipbuUdmg 

TaguchiShmpei４５SuIveymg 

ThestudentsbelongingtothesecondgroupwereasfbUows： 

Name 

TsudaShinichiro 

Ａｇｅ 

３５ 

SubjectsofStudy 

Jurisprudence， 

Internationallaw,economics,finance 
andstatisticsetc・

Thesameasabove NishiShurDSuke 3５ 

ThestudentsbelongmgtothethirdgroupwereasfbUows： 

Ｎａｍｅ Ａｇｅ SubjectsofStudy 

Medicme 

Thesameasabove 

ItohGempaku 

HayashiKenk2U 

3１ 

１９ 

AUoftheabove-mentionedstudentswereofYicers・Thefburthgroup
consistedofpettyofficers，called“shokkata，,，andmcludedmechanics 

andsailors・InthisgroupwefindthefbUowingpersons：
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SubjectsofStudy 

Steeringandmanagementofseamen 

Thesameasabove 

Themanufactureofsteamengmes 

andcastingingeneral 

Themanufkuctureofshaftsand 

castingmgeneral 

Shipbundmg 

Themanufactureofprecisionmstru‐ 

ｍｅｎｔｓ 

Ａｇｅ 

２７ 

２２ 

３０ 

Ｎａｍｅ 

FurukawaShDhachi 

YamFuRhit2Iwakichi 

NakajimaKanekichi 

OkawaKitaro ３１ 

UedaTorakichi 

OnoYasaburo 

４１ 

４３ 

ThenavalmissionleftShinagawainYeddo(present-dayTokyo)fbr 

Nagasakionl8JuneofthesecondyearofBunlqﾉｕ(ie､１４July,1862〕

ｏｎｂｏａｒｄｔｈｅｓｈｉｐ‘Kanrinmaru，,､Ittookthemsixty-fivedaystorcach 

NagasakifromYeddo，becauseofabreakdownintheship，sengmeand 

alsoanoutbreakofmeaslesamonｇｔｈｅｃｒｅｗ・OnllSeptemberofthesec‐

ondyearofBunkyu(i､e2November,1862),the"Caljjpso，，tookthestu‐ 

dentsonboard,andleftNagasakifbrBatavia・Thevoyage,however,was

notfiPeefrommcident・OnthenightofOctober5-6ofthesecondyearof

Bunkyu(ie・Z6-27November,1862),the"Calijpso"wasstrandedonthe

AlcesteReefbetweentheBankaandBillitonlslands・Fortunately,both

passangersandcrewwererescuedbynativesofthePoolow-Iβparlsland 

TheJapanesepassengers,ａｎｄｓｏｍｅｏｆｔｈｅｃｒｅｗ,thenboardedthe“Bron‐ 

beek''０，’６０ctoberofthesecondyearofBunkyu(i､e､７December， 

1862),andshesetsailfbrToboali,whereanofthemthentransferredto 

the`Palembang,,,agovemmentsteamer・

Onl80ctoberofthesecondyearofBunkyu(iepDecember， 

1862),theTalembang”droppedheranchorintheroadsteadofBatavia． 

Ｊ､Ａ､Ｇ・Bassl6,acivuservantandfbrmerlyoneoftｈｅstafToftheDutch

FactoryatDesima，waswaitingfbrtheJapanese，ａｎｄｈｅｔｏｏｋｔｈｅｍｔｏ 

ｔｈｅ“H6teldesIndes``・wherethepartystayedfbrnearlytwoweeks・

DuringtheirstayinBatavia，ｔｈｅＪapanesestudentsvisitedavarietyｏｆ 
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inatrain､ＷｈｅｎｔｈｅｙａｒｒｉｖｅｄｍＬｅｉｄｅｎａｔ８３５ｐ．ｍ．,theyfbundthem‐ 

selvessurroundedonceagainbyalargecrowdofspectators,justasthey 

hadbeenmRotterdam・Theyproceededbycarriagetothe“Hotelde

GoudenZon，，(present-dayNo､155)inBreestraat,whereithadbeen 

decidedtheyshoulｄｓｔａｙｕｎｔｉｌｔakinguplodgmgs・Ｓｏｏｎａｆｔｅｒｔｈｅｙｈａｄ
ｂｅｇｕｎｔｏＵｖｅｉｎｌβiden,ProfessorJ.』､Hoffinannbroughttwostudents，
LeMaitreandHenricusRoelofSiusdeBreuk,andintroducedthemtothe 

Japanesefbruseasguides・TheJapanesewereconductedthroughthe
city,visitingvariousplaces,ｓｕｃｈａｓｔｈｅｇｒａｍｍａｒｓｃｈｏCl,ｔｈｅUniversity， 
theBotanicalGardens,themuseum,thehospitaLthecastle,thechurches 

andtheresidenceoftheMayor(ie・thepresent-dayNo､８５Breestraat)．

OnedayDrPompevanMeerdervoort(1823-1908),whohadfbrmerly 
beenanavalsurgeonandhadstayedmNagasaki，cametoLeidento 

consultwiththeJapaneseregardingthelocationandsubjectsoftheir 

studies・TheJapanesediscussedtogetherthemostappropriatecourseof
actionｔｏｔａｋｅ,andfinallycametotheconclusionthatTsuda,Nishiand 
the‘`shokkata，,shouldremaininLeidenwhiletherestofthemmovedto 

theHague・

ThoseJapanesewhoremainedmLeidentooklessonsinDutchfbr 
sometimefromJ・AvanDijk,theheadmasterofanelementaryschool，

andafterthattheyproceededtotheirmorespecializedstudies、Ｔｈｅ

ｎａｍｅｓｏｆｍａｎｙｏｆｔｈｅｔｅａｃｈｅｒsfromwhomtheJapanesereceivedtheir 
tuitionremainobscure,butTsudaandNishireceivedprivatelessonsfrom 

ProfessorSimonVissering(1818-1888),aneminentscholar,ｈｏｍ３０ｃ‐ 

tober，１８６３，untUOctober，１８６５．Theyvisitedtheprofessor，Ｓｐｒｉvate 

housetwiceaweekmtheevening(TuesdayandFriday)andtooknotes 

onhislectures､OnostudiedunderAbrahamvanEmden(1797-1886)， 

ProfbssorFrederikKaiser(1802-1872)andAndreHohwn(1803-1885） 

OkawaandNakajimaareconjecturedtohavereceivedtheirtramingin 

theironwoIksofDA,Sletren,Ａ､J・DegonandlaterfromtheKoninklijk

NederlandseGrofBmederij． 
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TheaddressesofthosewhoremamedmLeidenwereasfbUows： 

Nａｍｅ Address 

TsudaShinichiro HooglandscheKerkgrachtNo27(present‐ 

dayNo.４４)andHoogeWoerdNo､２９０ 

（present-dayl25） 

NameofLandlordorPersonresidedwithOccupation 

MauritsHartog(HoogWoerdNo290）Merchant 

NishiShunsuke HooigrachtNo､827(present-dayNo94)and 

NieuweRijinNo､97(present-dayNo94） 

Student(?） DijkvanEgbert 

OudeRhynNo､1090(present-dayNq43） 
Baker 

FurukawaSh5hachi 

StevanesvanKooten 

Yamzlshit21wakichiThesameasabove 

Ｔｈｅｓａｍｅａｓａｂｏｖｅ 

OuderynNo､127(present-dayNq52） 

OfYIceclerk 

NakajimaKanekichi 

E1dik 

LevendaalNo､436(present-dayNq27） UedaTorakichi 

OnoYasaburo 

MosesvanReyn 

OkawaKitaro 

KlaiisHeitman、

Merchzmt 

OudeVestNo､1154(present-dayNq67） 

B1acksmith 

Amongtheabove-mentionedstudems，TsudaandNishichangedtheir 

lodgingstwoorthreetimesdurmgtheirstaymLeidenNakajimamoved 

totheHagｕｅｏｎ３０ＡｕｇＵｓｔ，１８６４，buthisprecisewhereaboutsthere 

remainunknownOnoalsomovedtoanaddressinAmsterdam(present‐ 
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dayTorenSteegNo7)on3September,1864.UedamovedtoDordrecht 
on21January，１８６４．OkawamovedtoAmsterdam,probablymAugust， 

1864,wherehediedofacutehepatitison21September,1865,ａｔＮｉｅｗ‐ 
marktNo､３８.FurukawaandYamashitamoved,togetherwithAkamatsu， 

toDordrecht(present-dayWykcMuntNo､959)onlDecember,1863． 
ThecommanderandhissixofYIcersleftthe“HoteldeGoudenZon,, 

ａｎｄｍｏｖｅｄｔｏｔｈｅＨａｇｕｅｏｎｌ４Ｊｕｎｅ，１８６３.Priortotheirdeparturefrom 

Leide､，theyhadrentedahousemwhichtheycouldlodgetogetherm 

thehoogeNieuwstraat・WitllmashorttimeoftheirarrivalintheHague，
theseJapanesehadbroughttwoDutchmenmtotheiremploy・Oneof
these,ａｍａｎｎａｍｅｄＷｉｔｔｅ,Wasengagedtoactasageneralservant,while 
theother,whowascaUedFrederiks,wasemployedasalanguagemstruc‐ 

tor・MostoftheoffIcersmthemission,andespeciaUythosewhoresided

intheHague,ｈａｄａｇｏｏｄｋｎowledgeoftheDutchlanguage､AsProfessor 
JJ・HoffmannandDr・Pompehadalreadypointedout,however,itwas

necessaryfbrthemtomakeefYbrtstocorrecttheirpoorpronunciation 

ofthelanguage､Realizmgthat,fi｢omthepointofviewofimprovingtheir 

linguisticability，itwasmadvisablefbrthemtolodgetogethermone 
house，theydecidedtoliveseparately､TheaddressesoftheoffIcersand 
thenamesofthefnmiUesorindividualｓｗｉｔｈｗｈｏｍｔｈｅｙＵｖｅｄａｒｅａｓ 

ｆｂＵｏｗｓ： 

Name Address 

UchidaTsunejiro hoogenstraatNo・Z3andlanderbotenNo.(?〕

(Commander） 

Nameoflandlordorpersonresidedwith Occupation 

WalfSkehlDorothea,Rosalie Maidservant 

GedempteburgwalNo，１８ EnomotoKamajiro 

WmemSchr6der Mesmerist 



127 

TaguchiShmlpeiPlaatsNO17andRaamstraatNo､３９ 

JanseUPetrusJohannesKarelCivilservant 
AkamatsuDais2buro WagenstraatNo.(?） 

Bael(?）Watchm2ker 

SawaTar5Zaemon 

HM・Becht

Spuil 

GIln5mith 

HayashiKenkai 

PolakDanielsDaniel 

SpuiNol5andSpuisNo､７５ 

Ｌａｗｙｅｒ 

ltohGempaku AmsterdamscheVeerkaｄｅＮｏ､２６ 

GrauschauptFrederikCoenraad TaUor 

andWeyerLodewyhHendrik PhEmPm2cist 

Theaddressesfbrtheofficersabovearegivenintheircontemporary 

fbｒｍ;thecorrespondingmodemaddresseshavenotyetbeenascertained 

bytheauthor・ＴｈｅｎａｍｅｓｏｆｔｈｅＤｕｔｃｈｆｈｍｎｉｅｓａｎｄｍｄividualswith

whomtheJapaneselivedarealsotosomeextentuncertain・

BefbreleavingJapan，ｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈemissionhadmadean 

undertakingthattheywoulddressandweartheirhairmtraditional 

JapanesestylewhileinEurope・Intheevent,however,theywerefbrced

totakevanKattendijk，sadviceandswitchtoEuropean-styledress， 

becausewhenevertheywentouttheyfbundthemselvessurroundedby 

curiosdty-seekers，ｔｏｓｕｃｈａｎｅｘｔｅｎｔｔｈａｔｔｈｅｙｈａｄｔｏｒｅｑｕｅstthepolice 
tocontrolthetrafYic・

AftersettlingintotheirrespectivelodgingsmtheHague,theofTicers 

begantoreceivetheirprivatelessons､Mostoftheclassesmspecialized 

subjectswereheldinUchida，shouse,teachersandstudentsgathermg 

therefbrthispurposeJnthemommgtheJapaneseappliedthemselvesto 

theirspecializedsubjectsofstudy,whilemtheafternoontheytooka 

lessonmDutchThenamesofaUtheteachersandthesubjectswhich 
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theytaughtaregivenbelow： 

Students Subject 

Shipsfittings， Uchida,Enomotq 

gunnery,operations，Ｓａｗａ,Taguchi 
navigation,shipbuUding 

Nameofteacher 

』.Ａ・EDinaux

Oieutenant） 

Enomoto Ｈ・Huygens Steamengmes 

(capta､,Inspectorof 

theRoyalNavalSteam 

Service)andhismen 

Sａｗａ Ｗ・DeFr6mery Gunnery,gunpowder 

にonmander,Inspector

ofRoyalArtiUeryRoyal 

NetherlandsNavy)and 

hismen 

Itoh,Hayashi， 

EnomotqAkamatsu 

J・ＬＣ,Pompevan Physics,chemistry， 

Meerdervoortmathematics 

(Surgeon-Ijeutenant） 

Ｆ・P､StutterheimChemistry

FrederiksDutch 

Enomoto 

Uchida,Enomoto,Ｓａｗａ， 

Taguchi,Akamatsu， 

HayashiJtoh 

Asregardsthedoctors,ItohandHayashi,afterstudymgphysics,chem 
istry，mathematicsandDutchintheHague，ｔｈｅｙｍｏｖｅｄｔｏｔｈｅＭａｒｍｅ 

ＨｏｓｐｉｔａｌａｔＮieuwDiepmDenHelder・Theypursuedtheirmedical
studiesthereunderthefbUowmgteachers： 
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Nameofteacher Subject 

Medicalsciencein 

general 

tｈｅｓａｍｅａｓａｂｏｖｅ 

Students 

ltoh,Hayashi Ｈ､Ｈ・HSlotnaval

surgeon 

SD・Saelisesurgeon
DT.Ｄ・ＨｅＵｅｍａ

Ｐ,ＣｄｅＷｉｎｔｅｒ 

(apothecary） 

Pharmacy Tｈｅｓａｍｅａｓａｂｏｖｅ 

Later,AkamatsualsolefttheHague,gomgfirsttoDordrecht，andthen 
latertoAmsterdam,wherehereceivedthefbUowingprivatelessons： 

Ｎａｍｅofteacher 

Tiedemann 

VanderMate(?） 

Subject 

ShipbuUdmg 

Student 

Akamatsu 

Akamatsu CivUengmeermg， 

untUisationofwater， 

architecture 

TheshiporderedbytheJapanesegovernment,whichwaseventuaUy 

namedthe“KaiyoMaru，，，ｗａｓｂｕＵｔｉｎｔｈｅｓｈｉｐｙａｒｄｏｆＧｉｐｓｅｎＺｏnen 

atDordrecht・ThevesselsetsailfromVlissigenfbrJapanonlDecember，

1866,underthecommandofJ､ＡＥＤｉｎａｕｘ（1830-1874),withafUll 

crewandnmeJapanesepassengers-Uchida,Enomoto,Ｓａｗａ,Taguchi， 

Ono，Nakajima，Ueda，FurukawaandYamashitaItoh，Hayashiand 

AkamatsuwereleftbehindinHoUand,wheretheyprolongedtheirstay 

byaｆｅｗｙｅａｒｓｉｎｏｒｄｅｒｔｏｐｕｒｓｕｅｔｈｅｉｒｓｔudiesfUrther・Ｔｈｅ“Kaiyo

Maru,，，ａｆｔｅｒｃａｌｌｍｇｍａｔＲiodeJaneiroandAnboma,finaUyarrivedin 

YokohamaBayon29AprU，１８６７（i・a25Marchofthethirdyearof

Keio).AtthetimeoftheMeijiRestoration,however,theDutch-made 

warshipdidnotenjoygoodluck,meetingdisasteron28December 
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